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土壌とともに40年最大の難問と
その解決に向けて

東京大学名誉教授
干150-0022東京都渋谷区恵比寿南2-26-1-507

Tel & Fax 
E-mail: ebis507yagi@門eptune.livedoor.com

昭和42年3月東京大学農学部林学科卒。農林省林業試験
場，東京大学農学部，三重大学生物資源学部勤務。 平成17
年3月三重大学定年退職。乙の間， わが国の主要土壌の生成
や分類，熱帯林問題，森林生態系の保全，半乾燥地や湿潤熱
帯における森林再生の研究に従事。現在， 森林立地学会会長，
日本森林技術協会理事，国際緑化推進センター評議員を務め
る。農学博士。趣味は旅行，山歩き， 音楽鑑賞との乙と。

-はじめに

ゃぎひさよし

八木久義

森林土壌学に携わって早や40年，あれごれ試行錯誤を重ねているうちに，現在に至つ
いま

てしまった。その閏，実にいろいろなごとを勉強させていただいたが，未だにうまく答え

られない難聞がある。その難問とは，Iどうも土壌学はわかり辛い，簡単にわかる方法は

ありませんかっ」という学生からの質問である。「口ーマは一日にして成らず」あるいは「学

聞に王道なし」などの格言のとおり，簡単な答えがあるはずはないのであるから，答えに

窮するのは当然である。

しかし，なぜそのような貫聞が多くの学生から出されるのか，質問の出される背景とそ

の解決に向けて，最近の土壌の置かれている状況と関連づけて述べてみたい。

-難聞が出される背景
1.取っ付き難い土壌学

1)土壌学は学際的:理由の第ーとして 土壌学が学際的であることが挙げられよう。

とにかく土壌学は，地質学，鉱物学，地形学，地理学，気象学，物理学，化学，生物学，

生態学，環境科学など，多岐にわたる非常に学際的な学問である。土壌学を学ぶに際して，

それらの「学」に多少なりとも関心があり聞きかじったことがあるかないかは，土壌学に

興昧を持てるか持てないかに大いに影響するであろう。

2)土壊は複雑な構成物:また，土壌が，岩石の風化物から成る単なる堆積物ではなく，

無機鉱質物，有機物及び生物から成る複雑な構成物であることも，土壌をわかり難くして

@ 森林技術 NO.785 2007.8 
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いると思われる。無機鉱質物で代表的なものは，岩石中の一次鉱物が風化・変質して生成

される「粘土鉱物」と呼ばれる層状アルミノ珪
けい

酸
さん

塩
えん

鉱物である。実にいろいろな種類があり，

多種多様な機能を持つため，「粘土鉱物学」という別の学問分野があるほどである。土壌

においては，理学的及び化学的性質に深く関与している。その無機鉱質物に有機物が混入

ないし浸透しており，特に「腐植」と呼ばれる非晶質の高分子有機化合物は，多数の反応

基を持つなど活性度が高く，土壌の肥
ひ

沃
よく

度を語る場合になくてはならない存在とされてい

る。

　そして，無機鉱質物と有機物から成る土層内に，腐植などの有機物をエネルギー源とす

る各種土壌動物や無数の微生物が生息している。肥沃な土壌では，1gの土壌中に数百万

～ 1千万個の菌類などの微生物が生息しており，多種多様な土壌動物とともに，有機物分

解を担当し，生態系の存続を左右する物質循環に重要な役割を果たしており，さらには土

壌の重要な諸機能発揮にも大いに貢献している。

　土壌の中では，それらの無機鉱質物，有機物及び生物が互いに絶えず作用し合っており，

それらの作用の合成されたものが土壌の働きとなるのであるから，なかなか一筋縄では理

解し難いことも，土壌を取っ付き難くしていると思われる。

　3）土壌生成の多元性：そして，土壌生成が多元的であることも理由の一つとして挙げ

られる。土壌生成に関与する因子としては，母材，気候，生物，地形，時間の五つが主な

ものとされ，「5大土壌生成因子」と呼ばれている。それらの関係は一般に次のような式

で表される。

S ＝∫（pm，cl，or，to）dT

S：土壌（soil），pm：母材（parentmaterial），cl：気候（climate）

or：生物（organisms），to：地形（topography），T：時間（time）

　この式からもわかるように，土壌は主としてそれら五つの生成因子が絡み合って作られ

るものであり，母材，気候，植生，地形の四つの因子の強さや作用時間の違いにより，そ

れぞれ異なった土壌が生成される。そのように複雑に絡み合った多元的作用により，とき

には地質学的長時間を経て生成される土壌は，植物や動物とは異なり，それぞれその性質

が連続的に変化しているため，その分類に際しては，現場であれ研究室であれ，どうして

も主観の入る余地が残されており，そのあたりのファジーさが土壌学を取っ付き難くして

いる要因の一つかもしれない。

　かつて世界を席
せっ

捲
けん

した「旧ソ連土壌学」の中心概念であった「土壌成帯性（soil 

zonality）」は，気候と植生因子が他の諸因子より強く働いている場合には成立するが，

大陸のように基盤が安定し地質学的に古い土壌が生成分布する所では，母材の種類や母材

が風化作用にさらされた経過時間の違いのほうが，気候や植生因子よりも強く土壌に反映

されている場合が多く，土壌成帯性が成立しない。そのため，米国が国内の土壌学者を総

動員して長い時間をかけ，新たな「アメリカ土壌分類体系（US Soil Taxonomy）」を構

築し公表したのは 1974年のことであった。

　このアメリカの方式は，複雑に絡み合った生成因子の総合的な作用を，厳密に定

義された「特徴的層位（diagnostic horizons）」や「特徴的性状（diagnostic soil 

characteristics）」などで表すことによって，土壌分類に際して主観の入る余地をできる

だけ排除しようとしたものである。
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　現在，世界的には，このアメリカの土壌分類体系か，アメリカ方式を取り入れて構築さ

れた「FAO/UNESCO の世界土壌図」の分類体系が，旧ソ連土壌学方式に代わって使用

されており，わが国でも徐々にそれらの導入が進められているが，依然として「土壌成帯

性」が誤って使用されている例があるなど，混乱があるのも土壌の理解を難しくしている

かもしれない。

　4）現行の受験制度：土壌学の「取っ付き難さ」や「馴
な

染
じ

みの薄さ」に拍車をかけているのが，

近年の受験制度であろう。受験科目の減少により，いわゆる「受験地獄」が解消されたか

どうかは別にして，最近の学生は，受験用の科目が少数で済むので勉強している幅が狭い。

そのため，受験勉強した分野には詳しいが，受験しなかった科目についてはほとんど何の

基礎知識も持たない学生が多くなった。そのような学生が学際的である土壌学に，なかな

か馴染みが持てないのは無理からぬことであろう。

　　　2．存在すら意識されていない土壌

　また，土壌はわれわれの身近にあり，大気や水と同様に自然環境の基本的な構成要素で

ありながら，大気や水のようにその汚染が直接目に触れることが少なく，われわれの健康

にも直接関係しないと思われがちなところから，一般に関心を持たれることが少ない。そ

ういえば，土壌を研究する人のことをペドロジスト（pedologist）というが，最近は外

で泥んこ遊びをするテドロジスト（手に泥をする人）をめっきり見かけなくなった。土壌

がますます馴染みの薄い存在となっている所
ゆ え ん

以でもあろう。

　土壌が農林業の重要な生産基盤であることは今さら論ずるまでもないことであるが，そ

の存在について一般の人々が意識することはほとんどないのが現状である。

●土壌に対する認識の変化
　この取っ付き難く，馴染みの薄い土壌に対する見方に，最近変化が生じた。第二次世界

大戦後の重化学工業や自動車産業などの急激な発展とそれに伴う化石燃料の大量消費は，

20世紀後半における各種公害の顕在化，環境破壊の深刻化をもたらした。そのため，山

積みの環境問題を解決し，人類の未来を切り開くべく，「21世紀は環境の世紀」と位置づ

け，各種の取組みが鋭意行われている。中でも，地球温暖化，酸性雨，農薬・揮発性有機

化合物（Volatile Organic Compounds, VOC）・硝酸などによる地下水汚染などの環境

問題の解決に際し，その根幹的なところに土壌が絡んでおり，それらの問題解決のために

は，基盤である土壌問題を避けて通ることはできないことが次第に明らかとなり，「土壌

の環境保全的な役割」が重要視されるようになった。

　例えば，地球温暖化の元凶とされる二酸化炭素に関しては，大気中に存在する炭素量は

7,000億 Cトンとされているが，土壌中にはその 2倍に相当する 1兆 4,000億 Cトンが蓄

積しているとされ，その地球環境のバッファー的役割が見直されている。また，酸性雨問

題でも，もし土壌が酸性雨により実際に強酸性化し，植物の根系部に重大な障害を及ぼす

ほど大量のアルミニウムイオンが生成される段階にまで至れば，必然的に土壌動物や土壌

微生物なども重大な障害を受けるため，生態系全体に害が及び，いわゆるカタストロフィ

ー（catastrophe）的状態が惹起され，人類の生存までも脅かされる事態に至る可能性が

あることから，「健全な土壌」がいかに大切かを改めて認識させられることとなった。

　さらに，各種有害物質による地下水汚染も，まず，土壌の健全性を回復することなしに
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地下水汚染の改善はありえないなど，健全な土壌の存在の重要性を再認識させた。

　そのため，かつては，農林業の生産基盤としてのみ重要視され，生産増大のためにいろ

いろ土壌に対する働きかけが行われてきたが，近年，土壌は人類の生息環境を守る重要な

働きをしている「かけがえのない環境資源」でもあることが改めて認識されるなど，土壌

に対する見方が大きく変化してきた。

●欧州連合における土壌保護の取組みと環境教育
　20世紀後半の各種公害の深刻化に伴う環境破壊に直面した欧州では，環境政策を欧州

連合（ＥＵ，当時のＥＣ）の重点政策と位置づけ，1970年代から「環境行動計画」と

して環境関連の目標及び課題を加盟国に示してきた。同行動計画は第一次（1973～

1976），第二次（1977～ 1981）……と次々と改訂され，現在は 2002年に改訂された第

六次環境行動計画（The Sixth Environmental Action Programme of the European 

Community, 2002～ 2012）が実行に移されている。その間，大気汚染，水質汚染，廃

棄物等，多くの分野に関して加盟国の環境政策を進めてきたＥＵにおいて，ようやく土壌

も，大気や水のように保護すべき重要な自然物と認識されるに至り，この第六次環境行動

計画において，ＥＵとしては初めて，土壌保護に関する新たなテーマ別戦略を策定するこ

とが採択された。それに基づき欧州委員会では検討に検討を重ね，2006年に，欧州の土

壌がこれからも健全で，かつ人間の活動や生態系を支えていくことができるよう「欧州の

土壌を強く健全に保つための戦略（いわゆる土壌保護戦略）」を提案した。

　この土壌保護戦略の提案に際して，ＥＵ環境委員の「われわれは植物や動物，及び大気

や水についてよりも，土壌の性質についてあまりに知らなすぎた」の発言は，かけがえの

ない環境資源として土壌の重要性が公式に認知されたことを示している。

　また，この土壌保護戦略の中の「土壌に関する枠組み指令」では，加盟国が土壌の汚染

や劣化を完全に取り除くだけでなく，同環境委員の「われわれは土壌を，大気や水と同列

に置こうとしている」との言のように，改善された土壌が再び汚染や劣化に晒
さら

されること

のないよう，モニタリングなどにより土壌を常時監視し，汚染や劣化を未然に抑え込む予

防的保護も視野に入れている。

　このように欧州では，「環境を無傷の状態で子孫に引き渡す義務がある」（ドイツ），「地

球は親から譲り受けたものではなく，子どもから借りているものである」（オランダ），「環

境問題の解決を子孫に残さない」（デンマーク）のように，大量生産・大量消費による快

適な文化的生活と引き換えに，破壊してしまった自然を元の状態に戻し，健全な状態で子々

孫々まで引き継がなくてはならないとの機運が醸成され，自然環境を構成する大気，水，

土壌を三拍子そろってできるだけ早く健全な状態に戻すとともに，二度とそれらの汚染や

劣化を起こさせないような体制づくりが進められている。

　このようなＥＵにおける環境政策の展開を常にリードしてきたのが，環境先進国と言わ

れているドイツである。そのため，それらのＥＵの一連の環境政策を「ＥＵのドイツ化」

と揶
や

揄
ゆ

する向きもあるほどである。ドイツでは，1971年に連邦政府が「環境教育計画」

という通達を発し，学校教育における環境教育の義務化を州政府に要請したのに端を発し，

国民の環境意識の向上が進み，ついには環境先進国とまで呼ばれるようになったと言われ

ている。環境教育がいかに重要であるかを如実に示す好例である。
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●山紫水明の国の復活
　山紫水明の国といわれたわが国においても，20世紀後半には各種公害により環境破壊

が進んだ。国や県などの関係機関により大気，水，土壌に関する汚染や劣化の対策が鋭意

進められているが，それらの進
しん

捗
ちょく

状況は未だ十分ではない。特に土壌に関しては，重金

属類や揮発性有機化合物などの有害物質に汚染され環境的価値を喪失した土地は，米国で

は「ブラウンフィールド（brownfield land）」，ドイツでは「アルトラステン（altlasten）」

と呼ばれており，土壌汚染が原因で再利用できないため，塩漬け状態になっている所が多

い。わが国におけるブラウンフィールドの面積は，2万 8千 ha，その資産価値は 10.8兆円，

汚染対策費は 4.2兆円，あるいはそれ以上と推定されており，早急な実態解明と有効な対

策の確立が喫緊の課題とされている。

　破壊してしまった自然を修復し，健全な状態の大気，水，土壌を子孫に引き継いでいく

ことの重要性は，ＥＵの言を借りるまでもなく自明の理である。そのためには，個人個人

が環境意識を高め，国民の総意により「自然保護体制」を整えていくことが何よりも大切

と考えられるが，そのための第一歩は「千里の道も一歩から」のとおり，まず，わが国の「環

境教育を充実する」ことであろう。環境意識の高まりとともに，国民一人ひとりが自分た

ちの周りの自然環境状況を認識し，その基本的構成要素である大気，水，土壌がいかに脆
ぜい

弱
じゃく

であり，しかも，ひとたび汚染や劣化が進むとそれらの修復は容易ではないことに気づ

き，各人ができる範囲で自然環境を守るための何らかの行動を起こすとき，そのときこそ

初めて「山紫水明の国の復活」が軌道に乗るのではないかと思われる。

　大気，水，土壌の汚染や劣化が完全に取り除かれ，「小
こ

鮒
ぶな

釣
つ

りしかの川」が再生し，さ

らには，それら環境資源の汚染や劣化の予防的保護監視体制が確立された暁
あかつき

には，わが国

もドイツのような環境先進国の仲間入りを果たしているであろうし，冒頭のような難問で

土壌学の先生が悩まされることもなくなるであろう。

≪参 考 文 献≫

土壌汚染をめぐるブラウンフィールド対策手法検討調査検討会（2007）：土壌汚染をめぐるブラウンフィ
ールド問題の実態等について「中間とりまとめ」。環境省水・大気環境局土壌環境課，pp.35

今泉みね子（2003）：ここが違う，ドイツの環境政策。白水社，pp.200
宮本和明（2002）：汚染された土壌環境の対策技術の動向。環境技術動向 No.12，文科省科学技術政策研
究所

西尾道徳（2006）：EUが「土壌保護戦略指令案」を提案。環境保全型農業レポート No.60，ルーラル電子
図書館

Sanden, J.（織朱 實訳）（1998）：ドイツ連邦土壌保護法。TALISMAN別冊，ヨーロッパ編（17），東京海
上リスクコンサルティング，pp.26

 〔完〕
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□森林水文学―森林の水のゆくえを科学する　編者：森林水文学編集委員会　発行所：森北出

版（Tel 03-3265-8341）発行：2007.3　A5判　337p　本体価格：4,800円

□森林資源の研究開発　著者：井上大成・小泉 透・佐藤 明・杉村 乾・鈴木秀典・吉田貴絋　

発行所：草土文化（Tel 03-3204-4811）　発行：2007.4　B5 判　39p　本体価格：2,000円

○「読む」植物図鑑 樹木・野草から森の生活文化まで　著者：川尻秀樹　発行所：全国林業

改良普及協会（Tel 03-3583-8461）　発行：2007.5　四六判　344p　本体価格：2,000円

○森林療法のてびき 地域でつくる実践マニュアル　著者：上原 巌　発行所：全国林業改良普

及協会（Tel 03-3583-8461）　発行：2007.6　B6 判　157p　本体価格：1,900円

○魅力ある森林景観づくりガイドツーリズム，森林セラピー，環境教育のために　編著：奥

敬一・香川隆英・田中伸彦　発行所：全国林業改良普及協会（Tel 03-3583-8461）　発行：

2007.7　A5 判　273p　本体価格：3,200円

○山も人もいきいき 日吉町森林組合の痛快経営術　著者：湯浅 勲　発行所：全国林業改良普

及協会（Tel 03-3583-8461）　発行：2007.7　四六判　181p　本体価格：1,900円

○実践マニュアル 提案型集約化施業と経営　編著：湯浅 勲　発行所：全国林業改良普及協会

（Tel 03-3583-8461）　発行：2007.7　B5 判　134p　本体価格：2,200円

　5，6年前，あるオーガニックショップで天然

樟
しょう

脳
のう

を購入したとき，「国内で製造しているのは

1カ所だけで，そこから仕入れたもの」だと説明

され，驚くと同時に非常に心細い気持ちになった。

あのスーッとした感じが気に入っていたし，自分

の名前にもかかわりがある。以来，国産の天然樟

脳が何とか簡単に入手できるようにならないもの

かと思い続けていた。

　だから最近知り合った「有機本業」（東京）の

五味正彦代表から「国産

の樟脳を復活させようと

している」と聞かされた

ときには小躍りするよう

な気持ちになった。有機

本業は「国内フェアトレ

ード」をコンセプトに掲

げ，地域活性化につなが

るものづくりを支援して

いる企画グループで，環

境や健康に良く，商品と

して支持されるものを世

の中に送り出そうとさま

ざまな取り組みを進めている。樟脳プロジェクト

もその一つだ。

　製造は宮崎県日向市の製材業者，フジヤマス

ライサーの藤山健一さんが担当。藤山さんは現

在，国内唯一の天然樟脳メーカーとされる内野樟

脳（福岡県みやま市）に通って製造技術を学び，

遠心分離機に洗濯機を活用するなど独自の工夫も

施して製造プラントを完成させた。原料は宮崎県

産クスノキの製材端材。それをチップ化して水蒸

気で蒸し，得られたクス油を精製して製造する。

1tのチップから 8～ 10kgの樟脳が採れる。

　東京では有機本業のメンバーがパッケージデザ

インや商品コピーに知恵を絞った。オーガニック

食品や無添加雑貨の販売ルートに乗せることを目

指しているので手を抜けない。天然素材である樟

脳の商品コンセプトに合わせ，パッケージやコピ

ーにもメッセージを込めようとした。

　あれこれ試行錯誤の末

にようやく商品化にこぎ

つけたのはこの 7月。商

品名は「日向のかおり　

樟しょうのう」とした。

外装紙，小袋，説明書に

は国産材利用に寄与する

「3.9ペーパー」を採用，

袋の貼り合わせには無

添加のでんぷん糊
のり

，ゼロ

VOCインクで水無し印

刷とこだわり抜いた。価

格は 10g入りの小袋が 8

袋入って 1,600円（税別）。

　デビューは 7月 22日，代々木公園のアースデ

イマーケット。「ステキな香り」「メンソレータム

な香りですっきり」と上々の評判だったと聞き，

うれしくなった。用途は衣類の防虫剤のほか，案

外お勧めなのが靴箱の消臭。ぜひお試しあれ。

※有機本業＝ http://www.yuukihongyo.jp/

注：□印＝林野庁図書館受入図書　○印＝本会普及部受入図書

樟脳の復活

赤
あか

堀
ほり

楠
くす

雄
お

林材ライター
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はじめに

　薬研渓流として有名な大畑川は，これまでに台

風や集中豪雨により流木等が流出し，下流域へ大

きな被害を発生させている。特に平成 14 年 10 月

の集中豪雨においては，大量の土砂を含む流木が

海岸まで流出し，沿岸漁業に大きな被害をもたら

した。このため，下北森林管理署では流域の要所

に流木捕捉工を 9基設置し，流木災害の防止に努

めている。施工効果は大きく，流木の捕捉除去に

より流域の保全に大きく貢献している（写真①）

が，除去した流木の総量が膨大なため，その処理

に頭を悩ませてきた。そこで，下北森林管理署管

内で施工した「朝比奈岳治山工事」において，捕

捉した流木を山腹緑化工の材料として再利用する

ことを検討した。

施工地と対策工

　施工地は青森県むつ市大畑町朝比奈岳国有林内，

大畑川支流うぐい滝沢の上流にあるおよそ 0.6ha

の山腹崩壊地である。森林生態系及び周囲の景観

に配慮した結果，流域内で捕捉した流木を破砕処

理し，チップ化したものを吹き付ける「植物誘導

吹付工」を採用した（写真②，③）。

施工の経過と課題

　施工中に積雪時期に入ったため，吹付材料の

チップに米ぬかを配合して発酵させ，チップ内温

度を上げることで凍結を防ぐことができた（写真

④）。なお，使用したチップは約 500m3 に上り，

流木の全量を再利用することができた。植生回復

については，当該箇所が国定公園地域内にあるこ

と等も考慮し，外来種子による早期緑化ではなく，

周辺植生の自然進入による植生回復を図ることと

した。今後，定期的に経過観察を行い成果を検証

していきたい。コストについても，一般的な緑化

吹付工に対し，総工事費で約 313万円の縮減を図

ることができた。流木は主に，材質が非常に硬い

ヒバであったため，木材破砕処理量が落ち込み，

工事が中断することがたびたびあった。木材破砕

処理の際は，使用する樹種の特性に合わせた破砕

処理機械を用いることが必要である。

おわりに

　今回の取組みにおいて，自然環境に配慮した，

捕捉した流木のリサイクルを行うことができた。

これからも，安全・安心の確保を図る治山事業に

おいても，こうした森林生態系や周囲の景観に配

慮した取組みを重ねていくつもりである。

大畑川流域保全と再生可能な資源のリサイクル
活用に取り組んだ治山工事について

今月のテーマ：第 53回森林技術コンテストから 林野庁長官賞

三陸北部森林管理署　御法川信樹
下北森林管理署　小 嶋 公 輝

▲

写
真
①

　
豪
雨
後
の
捕
捉
さ
れ
た
立
木
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▲理事長賞受賞の皆さん

▲写真②　破砕処理作業

▲

長
官
賞
受
賞
の
皆
さ
ん

▲写真③　木材チップ吹き付け作業 ▲写真④　チップ内の温度

●森林技術コンテストは，林業の第一線で実行や指導に活躍されている技術者の皆さんが，それぞ
れの職域で業務推進のために努力され，そこで得られた貴重な成果や体験を発表していただく場で
す。コンテストは 5月 21日に開催され，熱心な討議が交わされました。受賞の皆さんの表彰は翌
22日に本会総会の席上で執り行われました（写真）。
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高尾の森づくりの会の森林整備活動

　高尾の森づくりの会の活動は，2001 年 1 月に

締結した「小下沢風景林の森づくり活動の実施

にかかる協定」によりスタートした。フィールド

は高尾山の西北に位置する 178haの地域で，全

域が都立高尾陣馬自然公園，鳥獣保護区，風景林

に指定されており，スギ，ヒノキの単層壮齢林が

8割を占め，斜面は急
きゅう

峻
しゅん

で石
せき

礫
れき

地
ち

が多い。それら

を針広混交林へ誘導するため，フィールド内に点

在する 6.3ha のギャップに落葉広葉樹を 6 年間

に 8,700 本植栽してきた。植栽樹種には，高尾山

に固有の樹種と原植生と思われる約 30 種を用い，

樹種ごとに 100m2 に 20 ～ 25 本を 1 ユニットと

して植栽する「群状集団植栽方式」を採用した。

調査目的と方法

　適地，適木を明らかにして今後の植栽活動に反

映させるため，群状集団植樹ユニットごとに，植

栽後 1年以上経過した苗木の生存数，平均樹高，

成長推移の調査を行った。調査時期は苗木の展葉

後で，雑草に覆われる前の 4，5 月に実施した。

結果と考察

　植栽後 1年で平均 20 ～ 30％の苗木が枯死し，

その後毎年数％が枯死したため，4,5年経過する

と植栽時の約半分になった（表①）。植栽後 1 年

目の生存率は，南向き斜面に植えたものよりも北

向き斜面のもののほうが 10％ほど高かった。こ

れは南向き斜面は日当たりがよく，土壌の乾燥が

激しいためであると推測された。しかし，活着し

たカツラの成長速度（平均樹高）は南向き斜面の

ほうが速かったことから，いったん活着すれば，

日照量の多いほうが成長に有利であるといえる。

苗木の生長に対するイノシシ，ノウサギ，ニホン

ザル，シロスジカミキリの幼虫などの害獣虫，酸

性雨，酸性霧等の影響は僅
きん

少
しょう

だった。

この地域で高木が見受けられるカツラ，ウワミ

ズザクラ，ミズキ，オニグルミ，ケヤキ，ホウノキ，

ヤマザクラ，イロハモミジ，イタヤカエデ，ヤマ

ボウシなどは，生存ランクも高いことから適木で

あると考えられた（表②）。裸苗では活着が困難と

思われる石礫地では，ポット苗またはジフィーポ

ット苗が適していた。

　群状集団植樹ユニットの成長区分を 3段階に分

けると（図①），6年間で第 2段階に到達したも

のが植樹ユニット総数の 5％，消滅してしまった

ものは 3.2％であり，群状集団植樹方式による森

づくりは順調に推移していると思われた。

今後の活動

この森の長期展望を明確にするため「50 年長

期計画」を作成し，これに則って今後の活動を進

めることにした。

高尾小下沢国有林での落葉広葉樹の森づくり
　― 6年間の活動でわかったこと―

今月のテーマ：第 53回森林技術コンテストから 林野庁長官賞

東京神奈川森林管理署 高尾森林事務所 森林官　柴崎一道
日本山岳会自然保護委員会・高尾の森づくりの会　白井聡一
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▲

石
礫
地
に
植
樹
の
例

北：80～70％
南：60％台

--------------------北＆南2005

77.9％80～70---------------北2004

59.8％60％台70～60----------南東2003

49.2％50％台60～5060％台-----南～東2002

50.3％50％台60～5060％台71.1％北東2001

2006
（実績）

2005
（補正）

2004
（補正）

2003
（補正）

2002

（実績）

植栽地
斜面の
方位

調査年

植栽年

台

 

Ｅ

Ｄ

Ｂ

Ａ

ヤマハンノキ、ブナ、ハリギリ19～

ミズメ、コナラ、ムクノキ、39～
20

アカシデ、イヌブナ、ヤマグリ、

ナツツバキ、カヤ

59～
40

Ｃ

オニグルミ、サワグルミ、ミズナ
ラ、ケヤキ、ホウノキ、ヤマザク
ラ、ハウチワカエデ、イロハモミ
ジ、オオモミジ、イタヤカエデ、
コハウチワカエデ、ヤマボウシ

79～
60

カツラ、カスミザクラ、ウワミズ
ザクラ、キハダ、トチノキ、

ミズキ、ツガ

100～
80%

樹     種生存率生存ランク

第1段階：植栽地の微気象、土壌に適応し、

他の植生との競争にも 耐える

（＝環境適応段階）

第2段階：同一樹種内で枝葉が重なり合い、

光の奪い合いをし、負けたものが

枯死する（＝種内競争段階）

第3段階：異樹種間で枝葉が重なり合い、光の

奪い合いをする（＝種間競争段階）

▼表①　植栽年別生存率

▲

表②　樹種別生存率

▲図①　成長過程の区分



森林技術　No.785　2007.812 森林技術　No.785　2007.8 13

はじめに

　近年，国有林においても長伐期化，複層林化が

進められている。それらの施業については，全般

的な施業方針は示されているが，それぞれの施業

についての具体的な取組みに対しては，さらなる

検討が必要とされている。

　嶺北森林管理署池川森林事務所管内にあるヒノ

キ長伐期複層林施業林分の林床には，絶滅危
き

惧
ぐ

Ⅱ

類のワタナベソウ，アオホオズキ，その他貴重な

植物が生育しており，その保全が地域から求めら

れている。しかし近年，同林分では下層植生とと

もに貴重な植物が徐々に減少してきているため，

蕗ヶ谷山ヒノキ高齢林の現状を明らかにし，それ

らの貴重な植物を保全するための施業方法につい

て考察した。

調査地と方法

　調査地は高知県吾川郡仁淀川町の蕗ヶ谷山国有

林 276 林班（い，い 2 小班）で，標高 1100m 付

近の北向斜面，96年生（平成 17 年度時）ヒノキ

人工林である。0.04haのプロットを，い小班（単

層林）に 3箇所，い 2 小班（複層林）に 1 箇所設

定し，毎木調査を行った。

　また，林床植生の減少は，林内が暗すぎること

が原因であると推察され，相対照度を測定した。

結　　果

　毎木調査の結果（表①），全プロット間での平

均直径，平均樹高は同程度だった。しかし，い 2

小班では複層林造成の際の更新伐により立木本数

が少なかったため，プロットⅠの Ryは 0.39，相

対照度は 42％であった（図①）。一方，プロット

Ⅱ～Ⅳは，Ryが大きく，プロットⅠより密な林

分となっており，相対照度はいずれもプロットⅠ

の半分以下であった。

考　　察

　一般に，下層植生がよく繁茂するためには，40

％以上の相対照度が必要とされている。したがっ

てプロットⅡ～Ⅳ（い小班）では，間伐により林

内の相対照度を回復させる必要があると考えられ

た。どの程度の間伐を行うか，モデルとする林分

が見つけられなかったため，い小班と隣接してお

り相対照度 40％以上を確保していた小班（い 2）

を，複層林ではあるが，基準（目標 Ry＝ 0.4に

設定）とした。密度管理図により算出したプロッ

トⅡ～Ⅳの伐採本数は，平均 175本 /haであっ

た。しかし，175 本 /haの伐採は，本数伐採率

で 30％を超えるため，保安林の制限等の問題が

生じた。そのため，保安林の制限等の範囲内での

間伐を繰り返し行いながら，相対照度の回復を図

るとともに，貴重な植物等の生育状況や変化を調

査，把握することにより，その後の取組み方針を

決定していくことが重要であると考えられた（図

②）。

蕗ヶ谷山ヒノキ高齢林の施業方法について

今月のテーマ：第 53回森林技術コンテストから 日本森林技術協会理事長賞

嶺北森林管理署 池川森林事務所 森林官　松山知恵
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▼表①　毎木調査の結果

▲図①　Ryと相対照度

▲図②　伐採可能本数と伐採率

プロット 小班 林種 林齢 立木本数 平均胸高直径 平均樹高 材積

（本/ha） （cm） （ｍ） （m3/ha）

Ⅰ い2 ヒノキ（複） 96 275 37 18 244
Ⅱ い ヒノキ（単） 96 375 36 18 312
Ⅲ ヒノキ（単） 96 550 35 18 441
Ⅳ い

い
ヒノキ（単） 96 425 37 19 398
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はじめに

　現在，樹高を測定する機器として，測
そっ

桿
かん

，ブル

ーメライス，ワイゼ式測高器等がある。これらの

中でも簡易でよく利用されるのが測桿である。し

かし，測桿は，用具の伸縮作業に労力を要し，ま

た，測定木の梢
こずえ

と測桿の先端を確認するのに時間

がかかり，さらに，灌
かん

木
ぼく

の多い林分等では，測桿

の先端が立木の枝等にあたり測桿の途中が縮むた

め，誤った樹高を測定する場合がある。そこで，

樹高測定における測定値の高精度化，作業の簡便

化や作業効率の向上を目指し，既存の測桿を改良

した「カメラ付電動測高器」を製作した。

方法と結果

　測桿の先端に小型カメラを取り付けて，測定

木の梢と測桿の先端を無線による映像で確認でき

るように改良した。また，測桿の中に特殊ワイヤ

を通して先端に固定し，スプロケットとチェーン

による四駆の連動装置によって，測桿の伸縮を容

易にした（写真①，②）。電動兼手動で特殊ワイ

ヤとともに測桿を伸ばし，手動でリムに特殊ワイ

ヤを巻き取ることで測桿を縮められるようにした

（写真③，④）。その結果，以下の点が可能となった。

①測定木の梢と測桿の先端を確認するのが容易

になった（写真⑤）。

②伸縮作業の労力が軽減でき，作業効率を上げ

ることができた。

③特殊ワイヤに巻尺数値を取り付けたので，精

度の高い測定値を得ることができた。

④樹高数値を一定の位置で読み取りができ，作

業が容易になった。

カメラ付電動測高器の考案について

今月のテーマ：第 53回森林技術コンテストから 日本森林技術協会理事長賞

株式会社 森和　井上重徳

熊本南部森林管理署 流域管理調整官　蔀
しとみ

　隆行

▲写真①　特殊ワイヤをの先端に固定
▲写真②　スプロケットとチェーンの連動装置（四駆）
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ま と め

　小型カメラを取り付け

たことによって測定木の

梢と測桿の先端確認が容

易になり，スプロケット

等の連動装置によって伸

縮作業が容易になった。

また，ワイヤに巻尺数値

を取り付けたことで，精

度の高い数値を得ること

ができた。器材は，不要

となった部品を活用して

手作りで製作したため，

少し重量があるが，より

精巧な器材を使用するこ

とで，軽量化が可能であ

ると考える。

　今後，測桿に取り付け

た小型カメラを利用して，

高所からの写真撮影がで

きるよう，さらに改良に

努めたい。

▲

写真③　コードレスインパ
クトドライバによる電動で
ローラーを回転させる

▲写真④　リムにワイヤを巻き取る

▲写真⑤　映像で測定木の梢を確認
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はじめに

　近年，青少年による非行問題がますます深刻化

し，その原因の一つとして「体験の不足」が考え

られている。国際養育センターユニバースアカデ

ミーでは，7年前より「気づきと感動の体験型学

習プロジェクト・キッズユニオン」を行っており，

その活動のための「自然の場」として「遊々の森」

の制度を利用することとし，宮崎森林管理署都城

支署と利用提携に関する協定を締結した。

「遊々の森」の協定

　①現地の概要

　宮崎県都城市吉之元町，権現国有林 259 へ外

早支小班に位置し，面積は 8.17ha である。イチ

イガシやイスノキなどの樹木約 30 種が生育する

150年生の天然広葉樹林で，敷地内に木製ダムが

設けられている。

　②調印式と命名

　平成 17年 6月 6日の協定調印式には，ユニバ

ースアカデミーの幼稚園の園児及び保護者と，管

理署職員など 80名が参加した。また，この地方

のテレビや新聞社等マスコミ関係全社が取材に来

るなど，関心の高さを示した。現地の森は，心豊

かな子どもに成長してもらいたいとの願いを込め

て，「童夢の森」と命名した。

活動の概要

　これまでにユニバースアカデミーは「童夢の森」

において，川遊び・森のスケッチ・自然の中での

読書・巣箱づくり・しいたけの駒打ち・正月飾り

づくり・水鉄砲づくり・森の散策・イカダづくり

とイカダ乗り，そしてターザン遊びなど，自然と

触れ合うさまざまな活動を実施した。また，森林

管理署も山に関する専門知識の提供や，木に樹名

板を設置するなどの協力を行った。

おわりに

　新鮮さに冒険的な部分が加わった森林での体験

は，一生心に残るものである。民間主導のユニー

クな活動に官の支援が加わることで，自然が単な

る自然から「生きた教材」へと変わり，大変大き

な成果が期待できる。

「遊々の森」の制度をさらに進んで活用するこ

とで，子どもたちに数多くの貴重な体験を提供で

き，ひいては子どもたちが活動を通じて心豊かに

成長し，将来の明るい社会づくりに貢献してくれ

ることと確信している。

「童夢の森」における自然体験活動について

今月のテーマ：第 53回森林技術コンテストから 日本森林技術協会理事長賞

国際教育センターユニバースアカデミー 理事長　瀬口雅文
宮崎森林管理署 都城支署 西岳森林事務所 森林官　児玉秀一

▲

協
定
地
内
の
川
原
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▲
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▲
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●はじめに：知床国有林では，知床伐採が全国的な注

目を集めた昭和 61年に，国立公園外の隣接地域にお

いてヘリコプター集材による択伐が林分に与える影響

を調査するための択伐施業指標林を設定している。森

林に与える影響を最小限に抑えたこの伐採，搬出方法

によって，林分にどのような変化が起こったのか，5

年ごとに成長量，林分構成の推移を観察してきている。

今回，伐採より 20年が経過したことから，蓄積した

データの分析を行い，択伐後に発生した変化について

まとめた。

●調査位置・調査方法：調査地は網走南部森林管理署

管内 1219林班へ小班（8.96ha）である。現地はミズ

ナラ，トドマツ等で構成された針広混交林で，小班内

を通る林道を境に択伐を実施した施業区と無施業区に

分けている。広さ 0.2ha（40m×50m）の観察区を，

施業区に 2箇所（ 1号区，2号区），無施業区に 1箇

所（ 3号区）設定し，昭和 61年 10月には観察区内の

胸高直径 6cm 以上の樹木すべてについて毎木調査を

行い，樹種，胸高直径を調べている。同年 11月に択

伐を実施（材積伐採率：1号区 12.7％，2号区 15.1％）

し，その後 5年ごとに本数，胸高直径を計測し，平成

18年に 5回目の調査を行った。

●調査結果：択伐後から平成 18年までの各観察区の

本数の推移を見ると，1号区では増減を繰り返しなが

らもほぼ横ばい，2号区は 19％の増，3号区はこの 10

年間で急激に減少し 20％の減となった。材積では 1

号区は伐採後から平成 3年にかけてさらに 17％の大

幅な減少が見られたものの，その後は順調に回復して

いる。2号区では伐採から 15年後にあたる平成 13年

時点で伐採前の材積を上回っていた。3 号区は本数同

様，21％の減となった。

　径級構成の推移を見たところ，1号区では小径木（ 6

～22cm），中径木（24～34cm）が本数，材積とも大

半を占めており，択伐後に一時，中径木が減少したも

のの，その後は回復し，伐採前と比べ大きな径級構成

の変化は見られなかった。一方，2号区は，択伐後，

本数，材積とも全体的に増加傾向にある中で，本数で

は小，中径木が，材積では中径木，特大径木が大きな

伸びを示していた。3 号区では特大径木の減少が顕著

で，材積減の主要因となっていた。

　NL比で本数，材積の変化を見ると，1号区では L

の割合が，2号区ではNの割合が増加する傾向が見

られた。3号区では目立った変化は見られなかった。

●考察：1号区で広葉樹が増加した要因は，小径木の

増，つまり進階木が多く確認されたことによるもので，

それらは主にナナカマドで占められていた。1 号区で

は択伐に加え，伐採後から平成 3年までの間において

も本数，材積が減少しており，伐採前と平成 3年時点

を比較すると 3割近い材積減が発生していた。このこ

とが林冠の比較的大きな疎開を生じさせ，ナナカマド

のような陽樹の成長につながったものと考えられる。

平成 3年にかけての本数・材積減の原因は不明だが，

2号区と比べ本数密度が高かった。

　一方，2号区では，針葉樹の旺盛な成長が目立った。

本来，ヘリコプター集材による単木択伐では，林冠に

空ける穴は点的であるため，林床への陽光の差し込み

は限定的であると考えられます。そのため，陽樹の侵

入が抑えられ，針葉樹の大半を占める陰樹であるトド

マツの小，中径木の成長に有利に働いたかもしれない。

　3号区では，伐採をしていないにもかかわらず 2割

近い本数，材積の減少が確認された。その要因の一つ

として，昭和 61年当時に 7本あったニレが，平成 13

年時点で全滅してしまったことが挙げられる。ニレは

エゾシカが好む木としても知られ，実際現地に残る枯

れ木は樹皮が剥がされていた。知床では平成に入って

エゾシカが急増しており，その影響が指標林にも及ん

だ形となった。また，現地は背丈ほどあるササが密生

しており，後継樹の生育を妨げているものと思われる。

択伐跡地における林分変化の推移について
　

今月のテーマ：第 53回森林技術コンテストから

北海道森林管理局 知床森林センター　清 水 亜 広
北海道森林管理局 知床森林センター　佐久間祐子
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●はじめに：王滝村三浦実験林「帯状皆伐天然更新試

験」において，天然更新を阻害するササのコントロー

ルを目的に塩素酸塩剤，テトラピオン粒剤を用いた天

然更新補助作業を行い，約 40年が経過したことから，

2005年度にその更新状況調査を行い，適切な薬剤使

用によって天然更新の促進が可能であることを確認・

報告した。しかしながら，事業段階においては，ササ

の密度等条件の相違により，その薬剤効果が現れない

所もあることから，更新を促すためササを抑制した箇

所において，ササの再生及びヒノキ稚樹の消長を詳し

く調査することにより，ササとヒノキ稚樹の関係及び

更新のメカニズムを検証し，さらに効果的な天然更新

施業方法を検討することとした。この試験は，森林総

合研究所木曽試験地の齋藤智之研究員との共同研究と

して実施した。

●調査の方法：調査地は標高 1,440m で低温多湿な気

候下にあり，湿性鉄型ポドゾル土壌が広く分布してい

る。主として高木にヒノキ，林床にはチマキザサが成

立している。調査は，近年薬剤を散布し，更新初期の

ヒノキ稚樹の動態が観測できる場所を選定した。2005

年更新調査プロット（30m× 14m）を設定しササ生

地・裸地別更新調査を，2006年継続調査を実施した。

●調査結果と考察：調査の結果，ササは 1年間で再生

していた。ヒノキ稚樹が多く分布している場所は，母

樹が近いことによると思われる。また，ササやスゲの

密度が多い所で稚樹は消失したと考えられる。

　分布割合は，2005年はササ 39％，裸地 37％，スゲ

11％，倒木 13％で，2006年にはスゲ，倒木は変わらず，

ササ 46％，裸地 30％になり，ササが 7％増えていた。

　2006年に存在したヒノキ稚樹本数は，ササ地にお

いては 518本，2.6本 /m2，裸地においては 474本，

3.8本 /m2 で，全体で 1,077本，2.6本 /m2 であった。

　樹高階別ヒノキ更新状況を見ると，面積割合の多い

ササ，裸地に稚樹が多く，20cm 未満ではササ，裸地

に差がなかった。20cm 以上の稚樹はササの中に多く

存在していた。ササは毎年拡大していると考えられる

ことから，裸地にあった稚樹も，後から侵入してきた

ササに保護され成長しているものもあると考えられた。

　成長量は，ササの中にあるヒノキ稚樹の平均稚樹

高は 14.9cm，平均成長量は 2.6cm あるのに対し，

裸地においては平均稚樹高 12.5cm，平均成長量は

3.2cm であった。成長量については，日の当たる裸

地で成長が良い結果となった。稚樹高が裸地で低い結

果となったのは，ササの中よりも食害に遭いやすいこ

とがあるのではないかと思われ，その視点に立った検

証が必要と思う。

　2005 ～ 2006年のヒノキ稚樹の動態について見ると，

消失率はササ地が 4％に対して，裸地では 16％であっ

た。この結果からも，ササが乾燥の害や食害などから

ヒノキ稚樹を保護しているものと考えられ，更新木の

成長促進のためむやみにササを枯らすことは，かえっ

て更新の妨げとなる可能性があると考えられる。

　ササ生地のヒノキの更新状況は，ササ密度が 10本

/m2 以下は成長量が大きいが，本数が少なく標準誤

差も多くなっている。ササ密度が 41 ～ 50本 /m2 は，

密度がかなり多いが，本数は 336本と突出して多かっ

た。平均樹高も 16.4cm と大きく，ササ環境の中では，

ヒノキの生育に適している密度と思われる。今後はさ

らに光環境を調査することとしている。

●まとめ：薬剤の特性を踏まえ，ササをコントロール

することにより天然更新の促進が期待される。三浦実

験林のようなチマキザサが旺盛に生育している場所に

おいては，初期段階に塩素酸塩剤を使用してササを枯

殺し地温を上げることにより，長年の堆積物を腐食さ

せ，ヒノキ稚樹が鉱質土壌に着床することを容易にす

るとともに，初期段階の目的を達成した後は，再生し

てきたササをテトラピオン粒剤によって抑制し，ヒノ

キ稚樹の成長を促すことができると考えている。適正

なササ密度や，その密度を保つ方法など課題が多い。

また，ササが枯れた後に侵入するスゲもヒノキの更新

を阻害しており，その対策も課題となっている。

ササのコントロールによる天然更新について
　－更新初期におけるヒノキ稚樹の動態－

今月のテーマ：第 53回森林技術コンテストから

木曽森林管理署 森林技術専門官　三村晴彦
木曽森林管理署 業務課 森林育成係　黒沢友大



森林技術　No.785　2007.820

●事業の背景と概要：対象地は，長野県北安曇郡白馬

村の白馬山国有林 625林班で，白馬岳山頂直下の標高

約 2,900m の稜線上に位置する。周辺は，白馬岳高山

植物群落保護林，特別天然記念物白馬連山高山植物帯

に指定されており，同山域には国内希少野生動物種の

ライチョウが推定 300羽生息している。現地は厳しい

風衝地で，雪が吹き飛ばされるため積雪による保温効

果が少なく地面が凍結しやすい。また，雪解け水が少

ないため土壌が乾燥しやすい。こうした環境から，本

来，イネ科を主とした風衝草本群落が成立し，その中

にウルップソウやコマクサといった種の生育が見られ

る場所であった。しかし，白馬岳には毎年 5 ～ 10万

人の入込みがあり，稜線部の登山道の幅が必要以上に

広がり，踏圧による周囲の植生の荒廃・裸地化が拡大

した。

　本事業は，衰退していく植物群落の保護・更新を人

為により補助し，ライチョウ生息地の環境を管理する

という目的で，平成 12年度から取り組んでいる。なお，

実施に当たっては，同地で昭和 54年ごろから植生復

元に取り組んでいる信州野外研究会の協力を得ている。

●凍結融解作用とネット施工：土壌の凍結融解作用

は植物体の根切れを起こし，未成熟である実生個体に

大きなダメージを与えることから植物体の枯死を引き

起こす原因となっていた。このことから土壌の移動を

食い止めることが植生復元を行う際の最重要課題と考

え，ネット施工を実施してきた。ネット施工の資材に

は，色が地面になじみ，自然分解する麻ネット（目が

粗く分厚いもの，熱処理済），麻縄，竹串を使用した。

施工は平成 12年度から取りかかり，平成 15年度に

は周辺で目立った裸地に対する作業を完了し，面積は

410m2 に及んだ。

　ネットのメンテナンスは，凍結融解作用，強風，積

雪・融雪の影響で浮いた竹串やゆるんだ麻縄の補強・

補修等を毎年実施している。また，ネットは 3～ 4年

で風化・分解が進むことから，平成 16年度から 18年

度に張替え等を行った。

●モニタリング調査

　①調査の概要：ネット施工地の効果を見るため，大

きさ 1m× 1mの植生調査定置枠を設置して，毎年

その動態を観測した。調査項目は，出現種の記載，植

被率及び被度の推定，植物高の測定，各調査定置枠の

プロット図の作成とした。

　②植被率の推移：ネット施工区の平均植被率は平成

13年度に 5.4％だったものが，平成 17年度には 10.7

％になり，全体として植被率は増加している。一方，

非施工地の平均植被率は平成 13年度 0.5％，平成 17

年度 2.4％と，わずかな増加にとどまっていた。ネッ

ト施工区では，非施工区よりも植被率の増加が大きい

が，植被率は最大で 10.7％と植生復元を目指すうえで

は十分な割合ではなく，回復速度は速いものではなか

った。

　③プロット図の比較：播種の有無の影響を取り除く

ため，播種後 2年を経過した平成 14年度から平成 15

年度にかけて，ネットの有無に着目した各枠の比較を

行った。非施工区では 1年後も新出実生があまり見ら

れなかった。一方，ネット施工区では平成 14年度に

実生が見られなかった所に平成 15年度実生が確認さ

れた。この新出実生は播種した種と異なるミヤマウシ

ノケグサという種であった。これらのことから枠外か

ら種が流入しこれが定着したものと思われ，ネット施

工が実生の進入を助けていることがわかった。

　④ネット施工の効果と課題：施工地の植被率の上昇

速度は速くなかったが，残存したものは株が大きくな

ることにより，植生が回復しているものと考えられる。

また，ネット施工には登山者による侵入や踏込み防止

を促し，高山環境保全に対する理解の向上にもつなが

っていると考えられる。ネット施工は植生の回復その

ものだけではなく，複合的な効果を期待できる。ネッ

ト施工の課題は，長期にわたり定期的なメンテナンス

を続けていくことが必要であり，標高 2,900m まで登

山し作業に取り組める技術を持ち合わせた労働力の確

保や施工技術等の継承などが課題として挙げられる。

白馬岳高山帯の植生復元の取り組み

今月のテーマ：第 53回森林技術コンテストから

中信森林管理署 森林ふれあい係　井元幸子
信州野外研究会 信州大学大学院　田川雄之
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●課題を取り上げた背景：新たな森林・林業基本計画

の目指す方向では，路網と高性能林業機械を組み合わ

せた低コストで高効率な作業システムの整備・普及が

求められている。近畿中国森林管理局においても，低

コスト路網を前提とした森林整備の推進のため，現地

検討会などの取組みがなされている。こうしたことを

踏まえ，本課題では低コストで高効率な作業システム

の参考として，プロセッサの稼働率に重点を置いた作

業システムを紹介したい。

●作業システムの仕組み：列状間伐に適応した作業シ

ステムであり，作業工程，使用機械，作業人員などは

表に示すとおりである。その特徴を次に述べる。

　①造材作業ポイントを中心とした作業配置：伐倒か

らフォワーダ積込みまでを，造材作業ポイントを中心

に実施。

　②連係作業による時間の短縮化：無線の活用による

情報共有化，次作業に即時につながる伐倒・集材の実

施。

　③プロセッサの造材作業への集中：プロセッサの能

力を最大限生かすため，プロセッサではフォワーダ積

込み等は行わず，造材のみに集中。

　④より簡易な集材方法への移行：集材作業のウエイ

トを，スイングヤーダからグラップルへ移行。

●林地保全を考慮した作業路開設：作業路を開設する

際の延長，急傾斜地等の迂回・回避，作業路面の排水

処理などについて事業体を指導し，林地保全に努めて

いる。

●まとめ：この作業システムは，プロセッサの特性発

揮，各作業者の技術力，作業路の開設技術に特徴があ

り，高い生産性を示していることから，広く PRす

る必要があると考えている。今後，その PR方法を

検討する。

プロセッサを中心とした
高生産性作業システムの紹介

今月のテーマ：第 53回森林技術コンテストから

兵庫森林管理署 販売係長　山本尊士
兵庫森林管理署 経営係長　嶋中伸二

作業工程 使用機械 人員

伐　倒 ・チェーンソー １名

作業路開設
集　材

・パワーショベル（スイングヤーダ兼用）
・グラップル（１台目） ２名

造　材 ・プロセッサ １名

フォワーダ積込
林内運材

トラック積込

・グラップル（２台目）
・フォワーダ
・グラップル（３台目） １名

▼作業工程，使用機械，人員
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大西洋上でスギが大事にされている島

アゾレス諸島
ーサン・ミゲル島のスギを訪ねて-

福井田一郎
干197-0802東京都あきる野市草花733-5 Tel & Fax 

E-mail : fukui06@ybb.n巴.JP

今年6月初旬，念願だった大西洋・アゾレス諸

島(ポルトガル特別自治区)のスギ視察が実現し

ました。これまで二度来日し，アゾレス諸島に生

育するスギCryptomeriajaponicaの琵琶を本

誌に寄稿 (1999年4・5月号。当時の誌名は『林

業技術j])されたリスボン大学の M.H.アルメイ

夕、教授やC.フアリア研究員サン・ミゲル島森

林資源周のJ.ベルリ クさんの3人(写真①)

と再会を果たしました。同行の高田浩一氏(日本

林政ジャ ナリストの会・前会長)とともに，専

門外ですが一室会する機会というごとで，サン ・

ミゲル島で開催された IUFRO森林バイオテク

ノ口ジ 国際大会に参加したしだいです。

* 
アゾレス諸島の政治・経済の中心であるサン・
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企写真① IUFRO大会参加者らと島内のスギ視察

(中央はアルメイダ教授)

@ 森林技術 NO.785 2007.8 

ミゲル昌は東西70km，南北最大幅 16kmの細

長い島で，面積は76，500ha。東京都の1/3の大

きさです。最大標高は1，100mで，島にはカルデ

ラ湖や温泉もあります。この昌には現在スギが

12，500ha分布し，森林面積の5害Ijを占めていま

す。アゾレス諸島全体では 17，000haを超えるほ

どです(ちなみに，東京都多摩地域のスギ面積は

20，700ha)。

19世紀中ごろに導入された日本のスギは，昌
おうせい

特有の強風にも強く，また成長力も旺盛で標高

800mまで生育できるごとからほかの導入樹種を

しだいに議謡し， 1934年にはスギの単一植栽体

制が確立したとのごと。30年伐期のため，多く

の林分は今第3世代に入っています。スギを含む

115種の日本産樹木種子が日本からポルトガルへ

送られた史実(明治 14年二 1881年)については，

『林業技術j]2001年6月号で紹介しています。

* 
5日間の滞在を通して，昌に生育しているスギ

が地元の産業や生活に大きくかかわっているとと

を知りました。視察では カルデラ湖を守るスギ

林(表紙写真)や島内に広く見られるスギ生産林

(伐採現場，写真②)，島の主産業である牧畜・酪

農を支える牧場のスギ防風林，年間200万本のス

ギ苗を生産している国営苗畑，第3世代のスギに

多く見られるようになった菌害や風倒害への抵

抗性晶種改良試験や，アソレス諸島のスギの由来

について母国日本のスギとの比較検証主官検を行っ

ている産地試験地，島東部の天然林保護区(約
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2,000ha），挽
ひ

くのはスギ材が中心という島の製

材所などを見て回りました。

　景勝地や高台からの展望，島に点在する町や集

落からの眺めには，牧場とスギ防風林，その周り

や奥地のスギ林が必ず視野に入ってきて，スギが

島の景観・風土を形成していることを実感します。

日本で問題になっているスギ花粉症については，

海岸までわずかな距離で島特有の風が花粉を海へ

四散させているためか，問題は起きていないとの

ことでした。

　ところで，偶然遭遇したのですが，教会フェス

タの日（祝日）に，市の中央にある主教会の正面

玄関から街中を通る司祭のパレードコース（約

200m区間）には，なんとスギの葉が敷き詰めら

れていました（写真③）。遠い大西洋上でスギが

大事にされている島について，私たちは，もっと

交流の輪を広げていきたいものと思います。

＊

　日林協に在職中，会誌編集では皆様に大変お世

話になりました。今回のアゾレス訪問の内容につ

いては，森林施業研究会のニュースレターでも写

真などを加えて紹介の予定です。併せてご覧くだ

さい。

（ふくい　しょういちろう）

▲写真②　牧場に隣接したスギ林で伐採が行われていた（サン・ミゲル島）

▲写真③　 スギの葉ロード。祝日に司祭のパレードが行わ
れた（サン・ミゲル島のポンタ・デルガダ市内）

北
ア
メ
リ
カ

ポ
ル
ト
ガ
ルアゾレス諸島

約5,000km 約1,700km
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森林系技術者コーナー

Q： 林業技士登録更新制を導入した目的は何です

か。

A：技術社会の急速な発展により，技術者の資

質の向上が求められるようになりました。平

成 12年の技術士法の改正によって，技術士

の 継 続 教 育（Continuing Professional 

Development　以下 CPD という。）が実施

されています。土木学会などの学会，測量技術者，

造園技術者など，技術者の CPD もそれぞれ実施

されています。一方，事業実施の面からも，工事

などの実施者は必要な技術的能力の向上に努める

ことが求められるようになりました。

　そこで林業技士（森林情報士を含む）において

も，その資質向上の一助となるような，継続教育

にかかわる試みを実施することとしました。

＊

Q： 林業技士登録更新の基準は，具体的にはどう

考えればいいのですか。

A：ご案内のとおり，四つの基準のうち，一つで

も該当すれば OK です。それぞれの基準の考え

方を，もう少し詳しくご説明しましょう。

＊

　ア：「（社）日本森林技術協会が開催した林業技

士再研修を受講し，再研修終了証の交付を受け

た者」……この再研修は，平成 16年度に東京都，

17年度に秋田市，18 年度に熊本市で実施されま

した。なお，今後の開催の予定はありません。

＊

イ：「（社）日本森林技術協会が指定する研究会，

講習会，研修会に参加した者」……ここで「指定

する」の文言は，「お勧めする」の意と解してい

ただいてもけっこうです。

　例えば，①国（林野庁，森林管理局，森林管理

署），都道府県，市町村，林業関係団体などの主催，

後援する森林・林業・林産業関係の研究会，講演

会，研修会，シンポジウムなどで，これらで発表，

講演した場合はもちろんのこと，参加，聴講した

場合でも基準を満たします。森林管理局主催の業

務研究発表会，日林協の森林技術コンテスト，日

本森林学会の研究発表大会などです。春の大会は

1箇所での開催ですが有益な公開シンポジウムが

これまではほぼ毎回企画されていますし，専門領

域の研究者がそれぞれ主催する研究会もあります。

また，主に秋に開催される支部大会は，九州や関

東といったほぼ地方ごとに開催されますから，旅

費を節約しながら（？）参加できます。しかも，

林業技士登録更新 Q&A

（社）日本森林技術協会 林業技士事務局

〒 113-0034 東京都文京区湯島 3-14-9 湯島ビル 3F
Tel 03-3261-6692 Fax 03-3261-5393 HP：http://www.jafta.or.jp

● CPD-003-解説 -002-200708



森林技術　No.785　2007.824 森林技術　No.785　2007.8 25

本会の支部連合会が併催されます。秋の全国育樹

祭と併催される林業機械展は絶対のお勧めです。

　これらの催し，研究会などの名称，主催者，後

援者，参加月日などを簡潔に記載したメモを申請

書に添付してください（A4 紙，以下同じ）。

　これら参加・聴講の状況などについては，自己

の責任による申告としています。以下同じです。

　②また，企業内研修において技術指導した実績

がある場合も基準を満たします。その技術指導の

名称，実施月日，場所，内容について簡潔に記載

したメモを申請書に添付してください。

　③林業関係の雑誌や図書について自己学習を

している場合，その所感について簡単なレポート

（A4紙 1ページ程度）にまとめ，提出すること

も基準を満たします。

　④森林・林業関係の学会誌，研究会などで論文

を発表した場合も基準を満たします。掲載論文の

冒頭のコピーを申請書に添付してください。

＊

　ウ：「日本林業技士会の会員」……同会の会員

であれば登録更新の基準を満たしています。林業

技士会の地方支部のみに属している場合もこの基

準を満たします。ただし，所属していれば自動的

に登録の更新が行われるわけではありません。登

録更新の申請（手数料の支払いを含む）を，お願

いします。

＊

　エ：「（社）日本森林技術協会会員であって会誌

「森林技術」誌面の森林系技術者コーナー等で学

習した者」……林業技士の皆さんが所属している

団体や企業が，日林協の「団体会員」になってい

る場合も，基準を満たしています。ただし，本誌

は個々の皆さんの手元にあって，書き込み自由な

ノートとして活用されることも希望します。

＊

Q：更新をしないと登録はどうなるのですか。

A：登録更新をされない場合は，更新の証書及び

更新カードが発行されませんので，「林業技士」

を対外的に明示できないことになります。ですが，

登録が抹消されるわけではありません。継続教育

（CPD）を実施していただければ，再び林業技士

としての活動ができることとなります。

＊

Q：登録更新の有効期間はどうなっていますか。

A：登録更新による登録の有効期間は，更新年度

を基準として 5年間となります。定められた年度

までに更新手続きを行わなかった方は，特例とし

て次年度以降においても申請することができます

が，有効期間は短縮されるので注意してください。

＊

Q：林業技士の複数の部門に登録している場合の

　　登録更新手数料はどうなるのですか。

A：複数部門の登録更新であっても手数料の総額

は 3,000 円です。例えば，3部門の登録を更新す

る場合でも手数料は 3,000 円です。9,000 円では

ありません。ちなみに，複数部門の登録者にあっ

ては一括して更新手続きを行うこととしています。

＊

Q：登録更新の案内が届かない！！

A：いくつかのケースが考えられます。次のどれ

かに該当されてはいませんか。

　①「林業技士評価部門」で登録され，「森林評

価士」にも登録された場合は，「森林評価士」登

録年度が基準になります。それよりも「直近」に

当たるほかの部門に登録された場合は，もちろん

そちらが登録更新年度の基準になります。

　②登録更新年度を「直近」の登録年度によって

5グループに分け，更新の年度に当たる方にのみ

ご案内を郵送しています。今年度該当の皆様には，

7月中旬に発送いたしました。

　③住所変更の連絡をいただいたでしょうか。住

居を変わられた際にはご一報をいただくこととな

っています。事務局に不達郵便が多く戻っていま

す。更新の年度に該当される方でご案内が届いて

いない方は，事務局まで至急ご連絡ください。
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モデル地域

●対象流域：大分中部流域，大分南部流域，大分西部流域，

　　　　　　大分北部流域

概　　要

　大分県内の全流域を対象地域としているが，素材生

産，原木流通，製材加工のいずれにおいても中心とな

るのは日田地域（大分西部流域）である。取り組みの

特徴は，原木市場の集荷能力と選別仕分け機能を積極

的に活用することと，独自の乾燥方式による「大分方

式乾燥材」をメイン商品として，その製造販売を積極

的に展開することである。

　日田地域は全国有数の国産材集散地である。地域内

には原木市場が 8市場あり，100社以上の製材工場が

ひしめく。製材工場の多くは中小規模で専業化されて

おり，原木市場の集荷・選別・仕分け機能に対する依

存度は大きい。新生産システムによる取り組みでもこ

うした市場の機能を活用しつつ，合理的・効率的な原

木流通システムの構築を目指す。

　加工事業体としては 8工場が参画。年間原木消費量

は 1万m3 弱から 3万m3 程度だが，大分方式乾燥材

という同一アイテムの生産で共同歩調を取り，市場開

拓に取り組む。

加工事業体

　（有）安心院製材所，（株）井上製材所，（株）佐藤製材

所，（株）武内製材所，（株）ネクスト，（株）日田十条，（株）

ヤマサ，（有）新貝商店

加工事業体の素材受入量の現状と目標

　平成 17年：14万 7,000m3（内，協定量 0m3）

　平成 22年：21万 1,000m3（同，14万 5,000m3）

取り組みの内容

●素材生産力の強化策

　施業の集約化，路網整備，高性能林業機械の活用，

列状間伐などの取り組みによって素材生産のコストダ

ウンを図る。主伐も積極的に行い，生産量の拡大を目

指す。主伐後の伐採跡地については，再造林を適切に

新生産システムモデル

大　分

●参加事業体：大分県森林組合連合会，日田市森林組合，日田郡森林組合，玖珠郡森林組合，山国川流域森
林組合，佐伯広域森林組合，マルマタ林業（株），田島山業（株），（有）井上育林，田中民三，長 哲也，井上武彦，
後藤國利，久恒森林株式会社，（株）トライ・ウッド，（株）九州木材市場，（株）日田中央木材市場，（株）ナン
ブ木材流通，（株）中津木材相互市場，（有）安心院製材所，（株）井上製材所，（株）佐藤製材所，（株）武内製材
所，（株）ネクスト，（株）日田十条，（株）ヤマサ，（有）新貝商店，大分県産材流通情報センター

●森林・所有者情報データベース事業運営者：大分県森林組合連合会

●担当コンサルタント：NPO法人FORI 森林誌研究所

新生産システムモデル　～ 11地域の目指す方向～　Ⅱ
● 7月号では秋田，奥久慈八溝，中日本圏域，岐阜広域，岡山，高知中央・東部の
各モデル地域を紹介しています。先月号掲載の概要も併せてお読みください。
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行うほか，当該森林の機能を見据えた天然更新による

森林再生の技術開発にも取り組む。

　素材生産の担い手については，作業効率に見合った

報酬を提供することなどによる待遇の改善を図り，人

材の確保と育成を進める。

　また，当地域では有力な大規模山林所有者もシステ

ム事業体として参画しており，所有山林において路網

整備や機械化，列状間伐の導入などを進める。

●素材の安定供給対策（直送等）

　原木市場の集荷能力と選別仕分け機能を積極的に活

用する。市場が商流を管理し，山土場で原木を選別し

て製材工場に直送するシステムも導入を目指すが，現

場での選別は効率ダウンにつながるため，市場で原木

の選別仕分けを行うシステムにも取り組む。市場の集

荷・仕分け機能を活用する場合は，森林所有者や出荷

業者が製材工場と直接取引きをするケースと，市場が

商流も管理するケースの 2種類のシステムで安定供給

を目指す。前者は一定のロットで原木を出荷すること

が可能な大規模山林所有者を供給者として想定する。

後者は現在の市場流通に近い形で，原木市場が物流と

商流の双方を管理し，付売りの採用などによる合理化

を図る。

　データベースは，森林簿のデータを基礎に精密調査

を実施して構築する。登録されるデータは，林班番号

や材積，林齢，樹種，地形，路網状況，利用材積等の

ほか，皆伐と主伐のどちらを希望するのかも明示する。

●製材加工の強化策

　参加している 8工場において，効率的な製材施設の

整備，人工乾燥施設の導入などにより，大分方式乾燥

材の生産力を強化する。

　大分方式の乾燥とは大分県が独自に開発した乾燥方

法で，表面割れを防ぐ高温セット処理と天然乾燥を組

み合わせたものである。最初に高温乾燥機による前処

理を 2～ 3日間行い，短時間の高温処理で表面割れを

防止する。その後，乾燥機から取り出して数ヵ月間の

天然乾燥を行い，含水率 20％以下に仕上げる。内部割

れがなく，無
む

垢
く

材特有の色
いろ

艶
つや

が失われにくいのが特長

である。この方式によって，スギ・ヒノキ柱角やヒノ

キ土台角を生産するほか，スギの梁
はり

桁
けた

や羽柄材の生産

にも取り組む。また，木
き

屑
くず

焚
だ

きボイラーの導入により，

燃料コストの縮減や廃材処理の効率化にも取り組む。

　なお，初年度の 18年度に 8工場のうちの 6工場が

施設整備を行い，生産力を早期に強化することにして

いる。

●製品の販路確保策（マーケティング）

　県木連と県森連，日田木材流通センターで組織する

大分県産材流通情報センター（事務局＝県木連）が大

分方式乾燥材を生産する工場を認証し，それらの工場

を同一アイテムメーカーとしてグループ化することに

より，販売力を強める。

　大分方式乾燥材は，生産期間が長期間にわたること

から，市場のニーズに即応するためには，見込み生産

によって適正在庫を確保することが必要になる。ただ

し，個別工場による取り組みだけでは，大手のハウス

メーカーやプレカット工場と取り引きするのが難しい

ため，生産在庫情報を県産材流通情報センターに集約

し，同センターが流通販売を一元的に管理することに

よって，大口ユーザーのニーズに対応できる体制を構

築する。各工場間の品質のバラつきをなくし，大分方

式乾燥材のブランドを確立するため，同センターによ

る厳密な品質管理も推進する。

　地場工務店や地域ビルダーをターゲットとした販売

促進活動としては，乾燥材の供給力を強化するととも

に多品目少量生産の効率化を推進する。具体的には，

CAD設計支援や施工管理支援，住宅部材の展示販売

などの活動に取り組む「住宅資材流通センター」構想

を推進する。

●全体推進計画

　従来からの原木流通構造を生かすとともに，分業・

専業化が進んだ地域の中小製材工場との共存も図りつ

つ，産地全体の底上げと活性化を図る。

　国産材に対する注目度が高まっていること，周辺産

地において合板・集成材工場を含む大規模加工施設の

整備が進行していることなどから，原木の生産集荷能

力をいかに高めるかが，今後は特に重要なポイントと

なる。そのため山元の素材生産力を強化するとともに，

市場間の連携強化などにも取り組む。

　間伐のほかに主伐も推進することにしているため，

伐採跡地の更新方法の検討など，森林整備に関する技

術開発にも積極的に取り組む。
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モデル地域

●対象流域：

白川・菊池川流域，緑川流域，球磨川流域，天草流域

概　　要

　国内有数の集成材メーカーである銘建工業（株）（岡

山県真庭市）と熊本県森林組合連合会が中心となって，

年間原木消費量 10万m3 クラスの大型製材工場を協

同組合方式で新設し，地域材を大量に加工する体制を

整える。地域の森林資源が成熟していることから，原

料の丸太は中目材以上の大径材とし，品質・性能の優

れた製材品と集成材用のラミナを製造する。他の加工

事業体も乾燥施設やモルダーを導入し，高品質製品を

製造する能力を整える。

　協同組合の製品は銘建工業（株）の販売ルートを活用

して大手ハウスメーカーやプレカット工場に販売する。

既存工場の製品も，本システムに参画している地元の

プレカット工場などに安定供給する。

　丸太は県森連が周辺の原木市場や素材生産業者，森

林組合と協力して調達し，安定供給する。山元では高

性能林業機械化等により生産力の向上を図る。

加工事業体

　城南製材協業組合，（有）松島木材センター，椎葉森

林（株），（有）清水，（有）藤和林業，阿蘇森林組合（蘇

陽，久木野加工所），球磨村森林組合工場，天草地方

森林組合加工工場，熊本県森林組合連合会，協同組合

くまもと製材，小国ウッディ協同組合

加工事業体の素材受入量の現状と目標

　平成 17年：22万 4,000m3（内，協定量 0m3）

　平成 22年：38万 5,000m3（同，27万m3）

取り組みの内容

●素材生産力の強化策

新生産システムモデル

熊　本

●参加事業体：大・中規模森林所有者，玉名森林組合，鹿本森林組合，菊池森林組合，阿蘇森林組合，小国
町森林組合，緑川森林組合，八代森林組合，水俣芦北森林組合，人吉市森林組合，中球磨森林組合，相良村
森林組合，五木村森林組合，山江村森林組合，球磨村森林組合，天草地域森林組合，上球磨森林組合，（株）
泉林業，熊本県森林組合連合会，肥後木材（株），城南製材協業組合，（有）松島木材センター，椎葉森林（株），
（有）清水，（有）藤和林業，協同組合くまもと製材（仮称），小国ウッディ協同組合，くまもと県産材共同集
出荷センター，協同組合熊本ランベックス，銘建工業（株），白川・菊池川流域活性化センター，緑川流域セ
ンター，球磨川流域活性化センター，天草流域活性化センター

●森林・所有者情報データベース事業運営者：熊本県森林組合連合会

●担当コンサルタント：NPO法人FORI 森林誌研究所
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　高性能林業機械化，間伐の団地化，路網整備の促進

を進めて素材生産作業の効率アップを図るほか，生産

量を拡大するため，主伐についても積極的に取り組む。

主伐後の伐採跡地については，適切な再造林を行うほ

か，当該森林の機能を見据えた天然更新による森林再

生の技術開発にも取り組む。

　素材生産を担当する森林組合については，直営作業

班の育成に取り組むこととし，作業効率に見合った報

酬を提供することなどによる待遇の改善を図り，人材

の確保と育成を進める。その一方で，従来の委託生産

中心から買い取り生産中心に転換し，列状間伐や帯状

伐採など生産原価を意識した作業システムの構築に取

り組む。

●素材の安定供給対策（直送等）

　当地域の取り組みでは，熊本県森林組合連合会と銘

建工業（株）が中心となって「協同組合くまもと製材」

（仮称）を設立し，県最南部のあさぎり町の県森連共

販所を廃止して，その跡地に大型国産材製材工場を建

設することになっている。そこで同工場への原木の安

定供給体制を構築するほか，システム事業体として参

画している既存製材工場向けの原木安定供給にも取り

組む。

　新工場の周辺には 6 ヵ所の原木市場があり，それ

らを中心とした県内原木市場と森林組合，民間の素材

生産業者が原木の集荷を担当する。集まった原木につ

いては，県森連が（協）くまもと製材（仮称）への供給

窓口として一手に引き受ける。県森連は，供給元であ

る市場や森林組合，素材生産業者および需要先である

（協）くまもと製材（仮称）のそれぞれと，直送のため

の協定を締結し，原木の安定供給に取り組む。特に（協）

くまもと製材（仮称）との協定については，原木の安

定確保が計画的な操業と効率生産の基礎条件になると

の観点から，協定を遵守するための措置を講じること

も検討する。

　山元の事業量確保については，提案型施業を推進す

ることなどにより，森林組合が集約化を進める。デー

タベースについては，どの程度の径級のものがどれく

らいあるのかといった利用度の高い情報を集積するほ

か，データの更新システムを充実させて，常に最新の

データが活用できるようにする。

　また，このほかに九州森林管理局のシステム販売の

活用も検討する。

●製材加工の強化策

　（協）くまもと製材（仮称）新工場の稼働開始は平成

20年 4月以降。年間原木消費量は 1シフトで 5万m3，

稼働開始から 3年目には 2シフト体制に移行し，年間

原木消費量 10万m3 を実現する。

　製造品目はKD間柱と集成材用のラミナである。

数量割合は間柱が 6割，ラミナが 4割を見込む。高速

の製材ラインと高性能の乾燥施設により，高い品質の

製品を製造する。特に無
む

垢
く

の製材品については，集成

材用ラミナと同等の乾燥性能を有するよう品質レベル

を引き上げる。また，木取り方法の見直しによる収益

性の改善も検討する。

　調達する原木は長さ 3m×末口径 24cm ～ 50cm

の大径材を基本とする。資源の成熟に伴い，こうした

中目以上の大径材は地域で流通している原木の 3割強

を占めており，今後もさらにシェアを高めることが予

想される。しかし，県内には対応できる工場がなく，

地域外への流出を許しているのが現状である。そこで，

今回開設する新工場をその主要な受け皿として位置づ

け，地域材の利用促進体制を確立する。

　このほか，システム事業体として参画している既存

製材工場においても，製材設備の新増設や乾燥施設の

導入を進め，地域材製品の安定供給体制を確立する。

●製品の販路確保策（マーケティング）

　（協）くまもと製材（仮称）で製造された間柱は銘建

工業（株）の販売ルートを活用し，大手ハウスメーカー

やプレカット工場への販売を促進する。ラミナは同社

が引き取って集成材の原料として活用し，同様にハウ

スメーカーやプレカット工場に販売する。また，既存

製材工場の製品については，システム事業体の一つで

ある地元の大手プレカット工場＝ランベックスへの販

売を促進する。

●全体推進計画

　加工施設の能力アップ，品質向上，販売促進等々，

すべての取り組みのベースになるのは原木の安定供

給であり，原木の大量安定供給システムの構築を最重

要課題として取り組む。（協）くまもと製材（仮称）の

経営や販売については，主要メンバーである銘建工業

（株）が主導的にかかわり，同社による責任体制を明確

にした民間企業に近い形の運営とする。
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モデル地域

●対象流域：五ヶ瀬流域，耳川流域，一ツ瀬川流域，

　　　　　　大淀川流域，広渡川流域

概　　要

　全国有数の国産材産地である宮崎県都城地域の有力

製材工場 3社のほか，耳川地域の製材 2社が加工事業

体として参加。それら工場の施設整備を行うことで地

域材の加工能力を強化し，素材供給量の増大を図る。

製材設備については，最近増加している大径材の製材

に対応することを目的とし，小径材から大径材まで対

応できるラインを整備する。

　山元の素材生産体制については，精度の高いデータ

ベースの整備，施業の集約化の促進，高性能林業機械

の活用などによって生産力の強化を図る。製材工場へ

の安定供給方策としては，協定の締結促進，原木市場

の選別・ストック機能の活用などに取り組む。

　製品の販路開拓に当たっては，マーケットインの発

想による提案営業力の強化に取り組む。大手ハウスメ

ーカーなどの個別需要先を対象にした最適なサプライ

チェーンの構築も進める。有力製材工場による共同出

荷体制も整備し，大口需要への対応力を高める。

加工事業体

　耳川広域森林組合，（有）岸本木材店，外山木材（株），

持永木材（株），木脇産業（株）

加工事業体の素材受入量の現状と目標

　平成 17年：23万 400m3（内，協定量 0m3）

　平成 22年：33万 4,800m3（同，24万 1,500m3）

取り組みの内容

●素材生産力の強化策

　素材生産現場における労働生産性は，平成 17年時

点で主伐が 4.6m3 ／人日，間伐が 2.0m3 ／人日と低

位にとどまっている。当モデル地域には全国でもトッ

プクラスの加工能力を誇る有力製材工場が複数存在し，

それらが本システムによる規模拡大を計画している。

そのため，それら工場への安定供給を実現するために

も，山元の素材生産力を向上させることが急務となっ

ている。

　一方，立木価格が低迷しているために森林所有者の

経営意欲が低下していることから，伐採後の再造林が

適切に行われるように立木価格の引き上げを図ること

も必要である。その点からも素材生産力の強化は重要

なポイントとなる。

　当地域は森林の所有形態が小規模・分散的で，素材

新生産システムモデル

宮　崎

●参加事業体：耳川広域森林組合，宮崎県造林素材生産事業協同組合連合会，宮崎県森林組合連合会，西臼
杵森林組合，延岡地区森林組合，児湯広域森林組合，西諸地区森林組合，都城森林組合，南那珂森林組合，
宮崎中央森林組合，日高勝三郎商店，（有）鶴永林業，永徳木材（有），（株）松岡林産，井上林産（株），小村木
材（資），山三ツリーファーム，万ヶ塚運送（株），（有）荒木産業，中島木材緑化産業，（有）黒木木材，住友林
業フォレストサービス（株）九州事業所，（株）谷口本店，（株）マルサン，（有）照葉林業，前田木材（有），（有）
松田林業，日北木材（有），（有）岸本木材店，外山木材（株），持永木材（株），木脇産業（株），宮崎県木材協同
組合連合会

●森林・所有者情報データベース事業運営者：宮崎県森林組合連合会

●担当コンサルタント：日本能率協会コンサルティング
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生産の効率性を高めるうえでのネックとなっている。

そのため，県内にモデル地域を設定し，施業・経営の

集約化や長期施業受託のため可能性調査を行う。その

結果を踏まえ，森林所有者に対する説明会を実施して

合意形成を進め，計画的で効率的な生産活動を展開す

るための基盤を整備する。

　また，県森連に森林・所有者情報データベースを設

置し，素材生産業者などに最新のデータを提供して事

業量の安定確保を図る。データベースの作成に当たっ

ては，伐採可能な森林資源量を正確に把握し，実用的

な内容とする。

　各生産現場においては，高性能林業機械の導入，高

密路網の整備，列状間伐の導入などに取り組み，生産

性の向上を図る。特に間伐については，先進事例を調

査し，高効率間伐システムの宮崎モデルの検討・構築

に取り組む。

　これらの取り組みを通じ，素材生産現場における

労働生産性を平成 22年度には主伐で 5.52m3 ／人日，

間伐で 2.4m3 ／人日に引き上げることを目指す。

●素材の安定供給対策（直送等）

　製材工場と素材生産業者・県森連とで協定を結び，

山元で生産された原木を各製材工場に安定的に供給す

るための体制を整備する。素材生産業者と製材工場と

の間で，素材生産，在庫，配送に関する計画作成と調

整を行うための情報共有化の仕組みを検討する。

　ただ，当地域は原木流通量のうち，原木市場が関与

するケースが 7割を占め，量的な調整を図るためには

市場の供給能力を無視することはできない。そのため，

市場の選別・ストック機能を活用しつつ，協定に基づ

いて素材を円滑に供給できるシステムの構築にも取り

組む。

●製材加工の強化策

　加工の受け皿となるのは，耳川広域森林組合（日向

市），（有）岸本木材店（同），外山木材（株）（都城市），

持永木材（株）（同），木脇産業（株）（同）の 5事業体で

ある。これら 5事業体の平成 17年時点の素材消費量

は 23万m3 であったが，新たな工場・ラインの整備

を行うことによって，22 年には合計 33万m3 の素材

を消費することを目標とする。

　製材設備の新規整備を行う背景には，森林資源が

充実し，末口径 30cm を超える大径材の流通量が原

木市場取扱量の 15％以上にまで増加しているという

事情がある。これまで各工場は柱材の大量生産を指

向してきたため，既存の製材ラインでは末口径 24 ～

26cm までしか対応できず，現在，30cm 超の大径材

は台車を使って製材している。そこで，小径木から大

径木まで対応できる製材ラインを整備し，資源事情に

見合った加工体制を整える。大径材からは主に平角の

梁・桁を製材し，側板からは板類を製材する。

　工場における生産性向上については，2 シフトある

いは 3シフト体制を確立することによってラインの稼

働率を高める。加工単位別にコストを詳細に把握し，

コスト削減のための対策を検討する。

　品質については，品質確認項目，確認方法，基準を

設定し，品質保証方法・体制の構築を図る。

●製品の販路確保策（マーケティング）

　顧客ニーズを的確に把握して製品の販路を確保する

ため，各工場の経営姿勢をプロダクトアウトからマー

ケットインに転換する。国産材の利用に意欲を持ちつ

つも，どのように対応すればいいのかを模索している

ような住宅メーカーを顧客として取り込むことができ

るように，提案営業力にも磨きをかける。

　具体的な方策としては，大手ハウスメーカーやパワ

ービルダーを対象にしたサプライチェーンを構築し，

特定の売り先に対応した流通プロセスの最適化，効率

化に取り組む。個々の製材工場が個別に対応している

のでは限界があるため，有力製材工場が共同で大手メ

ーカーに販売できる体制づくりを目指す。品質規格を

高い水準で統一することが必要になるため，同一地域

に拠点を持ち，いずれも高い生産力・技術力を有する

都城地域の製材工場 3社による共同出荷体制を検討す

る。

　こうした取り組みを進める一方で，国産材に対する

市場のニーズが急増してきていることを踏まえ，当面

はそうした情勢に早急に対応するため，市場が要求す

る大量供給を実現するための材の集荷と供給力の向上

に力を入れる。

●全体推進計画

　戦略検討部会，山元関連部会，素材流通部会，製材

関連部会の 4部会を置き，個別の問題解決に当たって

いる。このうち戦略検討部会は，全体調整を担当する

幹事会を兼務し，各部会を横断した課題の解決に取り

組む。
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モデル地域

●対象流域：

　大隅流域，南薩流域，北薩流域，姶良流域，熊毛流域

●参加事業体：（社）鹿児島県森林整備公社，鹿児島県森林組合連合会，かごしま森林組合，鹿児島いずみ森
林組合，長島地区森林組合，薩摩西部森林組合，薩摩東部森林組合，伊佐森林組合，北姶良森林組合，姶良
東部森林組合，姶良西部森林組合，きもつき森林組合，垂水市森林組合，内之浦町森林組合，南大隅森林組合，
曽於地区森林組合，大隅町森林組合，曽於市森林組合，種子島森林組合，屋久島森林組合，王子製紙（株），（株）
島津興業，鹿児島大学（演習林），（有）畠中林業，三好産業（株），協栄木材（株），（有）鹿児島フォーレスト企画，
大口地区素材生産事業協同組合，伊佐愛林（有），（有）橋元林業，（株）共立，中村林産，大隅素材生産事業協
同組合，（株）岩崎木材工芸，上野物産（株），鹿屋愛林（有），肝付木材工業（株），駿河木材（有），山生産業（株），
（有）おおのがら林業，大川原造林（有），荒武木材，（有）橋口木材センター，（有）屋久島林産，（有）ハマモト
産業，野口産業，牛嶋産業（株），（有）古川木材興業，（有）萬造寺林業，山佐木材（株），（株）野元，鹿児島木
材銘木市場，ベネフィット森林資源協同組合，鹿児島県林材協会連合会，肝属木材事業協同組合，鹿児島県
林業試験場，（株）西村

●森林・所有者情報データベース事業運営者：鹿児島県森林組合連合会

●担当コンサルタント：鹿児島大学

概　　要

　加工事業体は 2社であるが，林業関係者，森林組合，

流通業者については県内関係者のほぼすべてが参画し

ており，全県を挙げての取り組みとなる。最重要課題

は山元の素材生産力強化による原木の安定供給体制の

構築で，システム事業体による素材生産量を平成 17

年の 21万 8,000m3 から 36万m3 に引き上げることを

目指す。

　このため，施業の集約化や路網整備，リースやレン

タル制度も活用した高性能林業機械化などに取り組む

ほか，原木流通については県森連に原木流通情報セン

ターを設置し，需給情報を一本化して原木を安定供給

する新たな流通システムを構築する。

　製材加工についてはラインの増強・整備，規模拡大

などによって効率的な経営を実現し，県外需要者向け

の販売ルートを確保する。

　コンサルタントの鹿児島大学が中心となり，適切な

全体調整のもとに取り組みを進める。

加工事業体

　山佐木材（株），（株）野元

加工事業体の素材受入量の現状と目標

　平成 17年：4万 6,000m3（内，協定量 14,000m3）

　平成 22年：13万m3（同，9万 1,000m3）

取り組みの内容

●素材生産力の強化策

　南九州の有力林産地にあって鹿児島は資源蓄積量こ

そ多いが，齢級が若く，所有構造も分散的であること

から，生産体制整備がやや立ち遅れている。こうした

中で，北薩地域は県内他地域に比べて資源が成熟し，

隣接県の業者による活発な素材生産活動の刺激を受け

新生産システムモデル

鹿児島圏域
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ているために，生産性が比較的高い。しかし，全般的

に素材生産能力の強化が必要なことに変わりはなく，

当地域では山元の体制整備を重要課題として取り組む。

　施業方式は間伐とし，現在（平成 17年）の間伐の

生産性 2.8m3 ／人日を 5年後には 5.3m3 ／人日にま

で引き上げることを目指す。

　そのための方策としては，施業の集約化と高性能林

業機械の導入促進，列状間伐の推進などに取り組む。

ただし，素材生産業者の資本力が低いため，機械の導

入に当たってはリースやレンタルも検討する。

　また，素材生産業者や森林組合が原価計算に基づく

森林所有者への施業提案を行ったり，経費節減のため

には何を改善する必要があるのかを把握できるように

するため，損益などに関する経営分析手法を身に付け

させる。

●素材の安定供給対策（直送等）

　当地域の原木流通は以前から原木市場を介した流れ

が主体であり，山元から製材工場への直送方式の導入

を図りつつ，原木市場を集積場所として位置づけ，そ

の集荷，仕分け，ストックといった流通機能は従来ど

おり活用する。具体的には，県森連に設置する原木流

通情報センターが各市場の椪
はい

積み結果を集約し，原木

を協定相手の製材工場向けと市売向けとに仕分けるこ

とにより，まとまった量を安定供給する体制を構築す

る。当初は森林組合系統の共販所によってセンターを

立ち上げるが，民間の市場にも参加を呼びかけ，全県

的な体制を整備する。

　立木を安定的に買い付け，山元の事業量を確保する

ための方策としては，比較的規模の大きな森林所有者

を当面のターゲットとした取り組みを展開する。個人

所有林は規模が小さく，効率化が困難であるが，面積

がまとまっている森林を核に周辺の個人所有者との一

体的な施業といった取り組みも可能性があり，規模拡

大を進めやすい。そこで，まずは公有林や会社有林等

を供給源とした集荷販売活動を展開し，山元に利益を

還元する事例をつくって所有者の出材意欲を刺激する。

このようにまずは生産性を確実に上げることができる

林分を確保し，そこを舞台に技術のレベルアップに取

り組んで生産コストの引き下げを図る。そのうえで，

個々の森林所有者を対象とした集約化に取り組む。

　なお，民間の大規模森林所有者が林業経営担い手モ

デル事業の実施主体となっており，自社有林を核とし

た周辺林地の集約化を進める。

●製材加工の強化策

　加工事業体については，①既存の市場システムの維

持にこだわらない，②地元業者との競合を避けるため

に県外向けに製品を出荷する，を条件として選考し，

山佐木材（株）と（株）野元を中核事業体として決定した。

　山佐木材（株）は製材ラインの増強と工場の拡充によ

って規模拡大を図り，年間原木消費量を 5年間で 3万

m3 から 10万m3 に引き上げる。製品の種類は人工乾

燥を施したスギの管柱，間柱，集成材用ラミナ，板類

など。多様なアイテムの製品を製造するため，末口径

16cm 以上の原木をすべて受け入れることとし，流通

の合理化を図る。

　（株）野元は既存の施設を活用し，規模拡大と効率的

な生産体制の確立に取り組む。年間原木消費量は現在

の 1万 6,000m3 から 3万m3 への引き上げを図る。

●製品の販路確保策（マーケティング）

　出荷地は県外とし，主に大消費地の木材流通企業や

プレカット工場，大手ハウスメーカーなどとの取り引

きを確保する。

●全体推進計画

　当地域の取り組みには県内の主要な林業関係，森林

組合，流通業者のほぼすべてが参画している。業者を

選考した加工事業体以外の業態については，参加を希

望する事業体をすべて受け入れたという結果によるも

ので，システム事業体数は 60事業体近くという大所

帯となっている。そのため，事業体間の意識レベルに

差があり，各種の取り組みをスムーズに進めるために

は適切な調整が欠かせない。そのため，事務局体制を

強化し，連絡調整も密接に行う。

　具体的には，事務局をコンサルタントの鹿児島大学

内に置き，常駐の専任スタッフを配置。すべてのシス

テム事業体による運営会議を年 2～ 3回開催するほか，

事務局メンバー（専任スタッフ，大学，県庁，県森連，

県森林公社で構成）による事務局会議を週 1回開催し，

日常的に工程を管理する。このほか関係団体との調整

も遅滞なく行うとともにニューズレターを発行し，意

識啓発に努める。鹿児島大学が中心となって運営して

いる「儲かる林業研究会」の協力も得る。また，同大

では平成 19年度から木材の生産～流通～加工の全般

にわたる課題解決を研究する社会人向けの大学院講座

（修士課程）を開設し，人材の育成に取り組んでいる。
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モデル地域

●対象流域：吉野川流域，那賀・海部川流域（以上徳島県），東予流域，中予山岳
流域（以上愛媛県），嶺北仁淀流域，四万十川流域（以上高知県）

●参加事業体

■徳島東南部地域：（株）佐々木木材店，（有）三枝林業，徳島県森林組合連合会，（株）アルボレックス，秋
田林業，丸和林業（株），渕村林業，（株）徳信，徳島県林材業協同組合，（株）ウッドピア，美馬郡木材協同組
合，三好木材センター協同組合，徳島県木材センター協同組合（（株）ゲンボク，（株）徳島中央木材市場，丸
幸産業（株），大一木材（株）），西野商店，徳島製材所，中千木材（有），岡久製材所，（株）ウッディーアイハタ，
（有）長尾製材，中本林業（株），徳島県プレカット協会（（株）ケイ・アール・ケイ・カキハラ，セキグチ製材
（株），富士木材工業協同組合，マツシマ林工（株），原井林業（株），（有）小浜製作所，（株）シンサン，海部林
材協同組合），那賀川すぎ共販協同組合

■中予山岳地域：上浮穴郡林業研究グループ連絡協議会，中予山岳流域林業活性化センター，久万広域森林
組合，（社）愛媛県木材協会上浮穴支部，（株）いぶき，愛媛県森林組合連合会久万山市場，（株）久万木材市場，
久万広域森林組合久万原木市場，上浮穴木材製材協同組合，久万広域森林組合父野川事業所，久万広域森林
組合久万事業所，（社）愛媛県建築士会久万高原支部

■嶺北仁淀・東予地域：新居森林組合，（有）伊藤林業，（株）ソニア，埼玉県民共済生活協同組合

■四国中東部地域：住友林業（株）新居浜山林事業所，徳島県森林組合連合会，愛媛県森林組合連合会，高
知県森林組合連合会，徳島すぎ合板出荷者協議会，住友林業フォレストサービス（株），秋田林業，丸和林業
（株）北部事業部，渕村林業，（株）徳信，石川産業（株），東予素材生産業協同組合，住友林業クレスト（株）小
松島事業所，住友林業クレスト（株）新居浜事業所，（株）瓜守材木店，（有）中成木材工業，富士木材工業協同
組合，三王ハウジング（株），河野興産（株）集成材事業部，住友林業（株）住宅本部

●担当コンサルタント：（株）愛媛地域総合研究所

概　　要

　徳島，愛媛，高知の 3県にまたがる広範な地域を一

つのモデル地域としているが，実際にはその中で四つ

の小地域の取り組みが展開することになる。当面はそ

れぞれの地域が個別に新生産システムによる事業を進

め，将来的にはその成果を共有することによって，一

層の発展を図ることになっている。

　各地域の特徴は次のとおり。徳島東南部地域は高性

能林業機械 3点セット（小型スイングヤーダ，小型プ

ロセッサ，フォワーダ）による素材生産の効率化と川

下のプレカット工場まで一貫した供給体制の確立。中

予山岳地域は森林組合の大型製材工場の強化による地

域材利用の促進。嶺北仁淀・東予地域は既存工場の経

営体質改善と生産力強化による地域材利用の促進。四

国中東部地域は素材安定供給システムの確立と大手ハ

ウスメーカー向けの販売促進。

加工事業体の素材受入量の現状と目標

　平成 17年：15万m3（内，協定量 4,500m3）

　平成 22年：31万 8,800m3（同，26万 6,400m3）

新生産システムモデル

四国地域
（徳島東南部，中予山岳，嶺北仁淀・東予，四国中東部）
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モデル地域

●対象流域：吉野川流域，那賀・海部川流域

●森林・所有者情報データベース事業運営者：徳島県森林組合連合会

●担当コンサルタント：徳島県木材協同組合連合会

加工事業体

　西野商店，徳島製材所，中千木材，（株）佐々木木

材店，（有）三枝林業，（株）アルボレックス，岡久製

材所，（株）ウッディアイハタ，（有）長尾製材，中本

林業（株），徳島県プレカット協会会員プレカット工場

加工事業体の素材受入量の現状と目標

　平成 17年：5 万 6,000m3（内，協定量 0m3）

　平成 22年：8 万 8,800m3（同，6万 3,400m3）

取り組みの内容

　素材生産については，徳島県が平成 17年度から取

り組んでいる「林業再生プロジェクト」の「新間伐シ

ステム」によって高性能林業機械を駆使した作業シス

テムを確立し，生産効率を高める。加工面ではスギ正

角の生産基盤の強化，人工乾燥施設の導入推進，プレ

カット施設の改善などに取り組む。

　「新間伐システム」では，幅員 2m程度の簡易作業

路の開設（150m ／ ha程度），団地化の促進（1団地

30ha以上）をベースに，小型スイングヤーダ，小型

プロセッサ，フォワーダの高性能林業機械 3点セット

を駆使して間伐作業の生産性を 6m3 ／人日程度にま

で高める。緩傾斜地の集材にロングアームグラップル

を活用するシステムも導入する。間伐作業は 2残 1伐

の列状間伐を基本とする。また，ロングアームグラッ

プルを活用した小面積皆伐も実施し，生産性 10m3 ／

人日を達成する。

　加工に関しては，帯
おび

鋸
のこ

の目立て施設の高度化による

生産性の向上などにより，既存製材工場の能力アップ

を図る。従来は板材の生産が主体であったため，プレ

カット工場向けの供給を促進することを視野に柱角と

土台角の生産基盤を強化し，人工乾燥施設の導入も推

進する。

　当地域は主要な加工事業体であるアルボレックスを

はじめとして，港湾部にプレカット工場や内装建材工

場，合板工場などの高次加工施設が立地し，それらに

よる木材加工団地が形成されている。それら施設での

国産材利用を進めるため，プレカット工場においては

スギ合板の加工機，登
のぼ

り梁
はり

加工機，新鋭 CADなど

の施設改善を進める。アルボレックスではスギの高品

質内装材を生産する。製品の販売先としては，四国東

部のほか，京阪神地区を主要なターゲットとする。

新生産システムモデル

徳島東南部
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モデル地域

●対象流域：中予山岳流域

●森林・所有者情報データベース事業運営者：上浮穴林材業振興会議

●担当コンサルタント：（株）愛媛地域総合研究所

加工事業体

　久万広域森林組合父野川事業所，久万広域森林組合

久万事業所，上浮穴木材製材協同組合

加工事業体の素材受入量の現状と目標

　平成 17年：4 万 5,000m3（内，協定量 0m3）

　平成 22年：9 万 5,000m3（同，5万 4,000m3）

取り組みの内容

　久万広域森林組合の大型製材工場を中核的な加工拠

点とし，同工場の経営改善を図ることによって地域材

の利用促進を図る。山元の素材生産については，森林

組合が取りまとめを行い，立木を売買するシステムを

構築して森林所有者の利益の確保を図る。施業は主に

民間の素材生産業者が担う。

　久万広域森林組合父野川事業所は年間原木消費量が

1シフトで 7万m3，カーブ製材機などの高性能製材

ラインを備えた大型製材工場である。当初は集成材用

のラミナ製造をメインに行う計画であったが，採算面

で課題があり，現在は主にスギの間柱を製造している。

カーブ製材機による曲がり材の製材が可能で，人工乾

燥技術も確立されており，製品自体の品質は高い。

　製造品目は引き続き間柱を主体としつつ，適切な木

取りを行うことで集成材用のラミナも効率的に製造す

る。原木の安定確保にも取り組み，利益体質を確立す

る。そのうえで，将来的にはスギの間柱とラミナのマ

ーケットが供給過剰になる可能性を見据え，新商品開

発にも取り組む。

　当地域の森林組合には伐出を担当する作業班がな

く，素材生産作業は私有林においては自伐林家が，国

有林と町有林については第 3セクターの（株）いぶきが

それぞれ主に担ってきた。しかし，いずれも本格的な

安定供給体制を構築するための中核となるには課題が

多い。そこで，素材生産の主体としては，民間の素材

生産業者の能力アップを図る。その一方で，森林組合

が集約化した立木を，直送を前提として入札によって

売買する「立木市場」のような取り引きシステムを導

入し，森林所有者の利益を確保する。データベースは

入札の基礎データとして活用する。

新生産システムモデル

中予山岳
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モデル地域

●対象流域：嶺北仁淀流域，東予流域

●森林・所有者情報データベース事業運営者：高知県森林組合連合会・新居森林組合

●担当コンサルタント：高知工科大学連携研究センター

加工事業体

　（株）ソニア

加工事業体の素材受入量の現状と目標

　平成 17年：1 万m3（内，協定量 4,500m3）

　平成 22年：4 万 8,000m3（同，3万 5,000m3）

取り組みの内容

　取り組みのコンセプトはサプライチェーンの機能統

合による圧縮，総原価の低減，技術革新の 3点。製材

工場を中核事業者と位置づけ，その経営体質を強化す

ることによって産地としての競争力を高め，国産材利

用を促進する。素材生産は団地化，高性能林業機械化，

列状間伐，作業員の技能向上などにより，効率化を図

る。販路確保の取り組みとしては，単位面積当たりの

木材使用量を高めた木造住宅商品を開発して高付加価

値化を図るほか，難燃材や木製家具，エクステリア商

品などの開発も推進する。

　中核事業者は高知県中央部に位置する佐川町の第 3

セクター（株）ソニアである。同社は素材生産部門と製

材部門の 2部門を持つが，特に製材部門の強化を図る。

具体的には 1シフトから 2シフト 16時間稼働への移

行，ライン稼働率の 46％から 75％への引き上げ（将

来的には 24時間稼動，稼働率 90％が目標）などによ

り，原木消費量を従来の 1万m3 ／年から 5万m3 ／

年に引き上げる。製品は人工乾燥材とし，含水率の計

測表示保証システムの導入，構造材のヤング係数表示，

トレーサビリティの確立を検討する。経営面では工程

別・要素別の計画原価および実績原価の把握と迅速な

改善により，経営効率を高める。

　原木の安定確保については，（株）ソニアの素材生産

部門と有力素材生産業者である（有）伊藤林業の生産力

を強化し，両者からの直送を促進する。

　製品の販売に当たっては，1 坪当たりの木材使用量

が 1m3 と，木材をふんだんに使用した住宅商品を開

発する。これにより，1m3 当たりの創出価値として

50万円程度（坪当たり建築費）が見込まれる。高知

県特産の海洋深層水にがり
4 4 4

を活用した難燃材などの新

商品開発にも取り組む。

新生産システムモデル

嶺北仁淀・東予
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モデル地域

●対象流域：吉野川流域，那賀・海部川流域（以上徳島県），
東予流域（愛媛県），嶺北仁淀流域，四万十流域（以上高知県）

●森林・所有者情報データベース事業運営者：新居森林組合

●担当コンサルタント：（株）愛媛地域総合研究所

加工事業体

　住友林業クレスト（株）小松島事業所，住友林業クレ

スト（株）新居浜事業所，（株）瓜守材木店，（有）中成木

材工業，富士木材工業協同組合，三王ハウジング（株），

河野興産（株）集成材事業部

加工事業体の素材受入量の現状と目標

　平成 17年：3 万 9,000m3（内，協定量 0m3）

　平成 22年：8 万 7,000m3（同，7万 4,000m3）

取り組みの内容

　システム事業体として参画している住友林業フォ

レストサービス（住林 FS）の親会社である住友林業

グループを安定した需要の受け皿とし，原木の大量安

定供給システムの構築を最重要視した取り組みを進め

る。山元では団地化の促進，森林所有者に対する一時

金支払いなどを進め，原木流通では中間土場の設置に

よる輸送効率の向上，原木市場の機能見直しなどに取

り組む。

　住林 FSでは住友林業グループ内に組織横断的なコ

ンサルタントチームを結成。川上～川中～川下の各段

階でテーマを設定し，部材開発や新製品開発による国

産材の利用促進，そのための原木の大量安定供給シス

テムの確立などを検討する。特に国産材に対するニー

ズに適切に対応するため，原木集荷を最重要テーマと

して取り組む。

　山元では小規模所有者を森林組合の働きかけによっ

て集約化し，所有者の伐採意欲を高めるために立木代

金の一部を前渡しする仕組みも検討する。それによっ

て立木での在庫を確保できるようにする。素材生産作

業に関しては高性能林業機械化によって効率化を進め

る。原木の運搬に際しては，中間土場でトレーラーに

積み替えることなどによる効率アップを図る。原木市

場については，選木機能に特化した流通ポイントへの

転換を検討する。

　加工販売面では，「住友林業の家」向けの部材開発

と一般流通材の販売促進に取り組む。具体的には，人

工乾燥施設の導入による品質の向上，2次加工機によ

る多様な付加価値製品の製造，プレカット加工による

国産材構造材の利用促進などを進める。

新生産システムモデル

四国中東部
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わが国の人工林の現況

　わが国の人工林は森林全体の 4

割を占めており，それらの大半は

戦後植林されたものである。昭和

25年から 46年にかけて毎年 30

万 ha以上の植林が行われ，ピー

ク時には 40万 haを超えていた。

昭和 40年代後半以降は，資源的

に利用可能な森林が減少したこと

や外材の供給が増加したこと等に

よる伐採量の減少に伴い，植林面

積も減少していった。

　このため，わが国の人工林の齢

級構成は 8齢級から 9齢級（40

年生前後）をピークとする分布と

なっており，そのピーク部分の人

工林が利用可能な時期に近づいて

いる（図①）。

　森林の公益的機能を持続的に発

揮させるために今求められている

のは，充実しつつある資源を有効

に活用し，そのことを通じて森林

の整備をいかに推進していくかと

いうことである。

　一方，わが国では，一般に間伐

が必要とされる 4齢級から 9齢級

の森林が人工林全体の 6割を占め

ており，これらの森林の健全性を

確保するうえで，間伐の推進が課

題となっている。

　さらに，近年，間伐材を利用す

るための技術開発も進んでおり，

国産材の安定供給に資するために

も，間伐の計画的な実施を促進す

ることが重要である。

　このため，平成 17年度から，「間

伐等推進 3カ年対策」として，間

伐団地の設定と路網整備，高性能

林業機械の導入による効率的な間

伐実施や間伐材の用途開拓をはじ

めとする間伐材の利用促進等を総

合的に展開している（図②）。
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180

1 3 5 7 9 11 13 15 17～
（齢級）

（万ha） 高齢級（概ね50年生以上）の人工林が急増

10年後：約60％

現状：30％

▲

図①　 わが国の人工林の齢級

別面積

資料：林野庁業務資料
　注：１） 森林法第５条及び第７

条の２に基づく森林計
画の対象面積。

　　　２） 現状は平成 17年３月 31
日現在であり、一部推
計を含む。

▲図②　 間伐実施面積及び間

伐材利用量

資料：林野庁業務資料
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り
ま
す
。
こ
れ
を
二
枚
重
ね
て
結
び

文ぶ
み

状
に
し
て
衣
を
つ
け
て
軽
く
揚
げ
て

（
写
真
⑥
）
食
べ
て
み
ま
し
た
が
、
ハ

ス
の
葉
が
ぱ
さ
ぱ
さ
し
て
い
る
た
め
か

食
感
が
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
と
て
も
勧

め
ら
れ
る
料
理
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

ハ
ス
の
葉
料
理
に
つ
い
て

　
ハ
ス
は
夏
の
暑
い
日
に
大
き
な
葉
を

垂
れ
下
げ
る
こ
と
な
く
、
水
平
に
維
持

さ
れ
て
い
る
か
ら
組
織
的
に
も
堅
固
に

で
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
葉

の
表
面
は
小
突
起
と
ロ
ウ
質
で
覆
わ
れ

て
い
る
た
め
水
を
は
じ
き
、
草
本
植
物

で
は
あ
っ
て
も
柔
軟
性
や
水
気
が
少
な

い
の
で
、
お
ひ
た
し
や
和
え
物
な
ど
の

料
理
に
は
不
向
き
な
の
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
古
く
か
ら
ハ
ス
の
葉
を
食
べ
て

い
る
地
方
も
あ
り
、
筆
者
も
若
葉
を
天

ぷ
ら
に
し
て
食
べ
た
と
こ
ろ
美
味
で
し

た
。
若
葉
の
開
葉
し
な
い
小
さ
い
う
ち

に
食
べ
る
と
美
味
だ
と
思
う
の
で
、
次

回
は
若
葉
を
食
材
に
し
て
試
食
し
た
い

も
の
で
す
。

ハ
ス
と
人
と
の
か
か
わ
り

　
宮
中
に
お
い
て
は
、
ハ
ス
の
花
見
の

宴
う
た
げ

を
通
し
て
人
と
の
か
か
わ
り
が
始
ま

り
、
そ
の
後
、
仏
教
と
結
び
つ
き
、
人
々

と
の
か
か
わ
り
は
一
層
深
ま
っ
た
よ
う

で
す
。

　
宮
人
の
饗

き
ょ
う

宴え
ん

に
は
食
を
ハ
ス
の
葉
に

盛
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
し
、
現
在
で
も

お
盆
に
は
ハ
ス
の
葉
に
供
え
物
を
の
せ

墓
参
り
を
す
る
習
慣
も
あ
り
ま
す
。

　
中
国
の
仏
教
で
は
、
西
方
浄
土
は
神

聖
な
ハ
ス
の
池
だ
と
信
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。
仏
さ
ま
は
ハ
ス
の
上
に
座
る
と
い

う
仏
教
の
教
え
が
当
時
の
人
々
に
伝
わ

っ
た
と
言
い
ま
す
。

　
わ
が
国
で
も
、
寺
の
境
内
に
ハ
ス
の

池
を
作
っ
て
仏
教
的
な
花
と
し
て
親
し

ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
民
間
に
は
い
ろ
い
ろ
な
俗
信

（
鈴
木
棠
三

：

日
本
俗
信
辞
典
、
角
川

書
店
）
が
あ
り
ま
す
。
ハ
ス
の
池
を
持

っ
て
い
る
と
家
は
そ
の
ハ
ス
が
絶
え
れ

ば
絶
え
る
（
奈
良
）、
ハ
ス
の
花
の
着

物
を
着
る
と
世
を
去
る
（
秋
田
、群
馬
）

な
ど
で
す
。
ハ
ス
は
極
楽
浄
土
の
象
徴

の
よ
う
な
植
物
で
あ
り
、
ハ
ス
の
葉
は

仏
の
座
る
も
の
で
あ
る
か
ら
民
間
に
植

え
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
。

お
わ
り
に

　
今
回
は
、
ハ
ス
の
葉
の
食
べ
方
を
紹

介
し
ま
し
た
。

　
次
回
は
蓮れ

ん

根こ
ん

、
実
の
活
用
に
つ
い
て

紹
介
の
予
定
で
す
。

思
い
ま
し
た
が
、
お
ひ
た
し
か
ら
推
察

し
て
和
え
物
も
同
様
と
思
え
た
の
で
今

回
は
和
え
物
は
作
ら
な
い
こ
と
に
し
ま

す
。

３
　
油
炒
め
・
佃
煮

　
ハ
ス
の
葉
を
塩
茹
で
し
て
水
に
浸
し
、

水
気
を
切
っ
て
油
炒
め
を
作
り
ま
し
た

が
、
お
ひ
た
し
同
様
に
ぱ
さ
ぱ
さ
し
て

食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
醤

し
ょ
う

油ゆ

、
み
り
ん
、
酒
な
ど
で
味
つ
け
し
た

煮
汁
を
多
く
し
て
佃
煮
（
写
真
④
）
に

し
た
と
こ
ろ
、
幾
分
か
佃
煮
の
葉
に
潤

い
が
あ
り
、
味
も
よ
く
し
み
て
お
ひ
た

し
と
ま
た
一
味
違
っ
た
食
感
が
あ
っ
て

美
味
で
す
。

４
　
天
ぷ
ら

　
二
年
ほ
ど
前
に
新
潟
県
魚
沼
市
（
旧

入
広
瀬
村
）
で
、
若
葉
（
写
真
⑤
）
を

天
ぷ
ら
に
し
て
試
食
を
し
た
と
こ
ろ
、

香
り
を
少
し
感
じ
た
ほ
か
は
、
く
せ
も

な
く
食
感
が
良
か
っ
た
の
で
、
今
回
も

天
ぷ
ら
作
り
に
挑
戦
し
て
み
ま
し
た
。

　
今
回
は
ハ
ス
の
葉
が
三
〇
㎝
前
後
と

大
き
い
の
で
、
葉
の
中
央
部
の
硬
い
部

分
を
切
り
取
り
、
葉
の
外
縁
か
ら
二
㎝

前
後
の
幅
で
中
央
に
向
け
て
扇
状
に
切

▲写真⑥　　　　　
　ハスの葉の天ぷら

▲写真⑤　　　
ハスの若葉

▲写真④　　　　　
ハスの葉の佃煮

▲写真①　　
　ハスの果床

▲写真②　　　　　　　　
ハスの葉（25 × 30 ㎝）

▲写真③　　　
ハスの葉飯
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出
版
局
）。

　
食
用
に
な
る
の
は
、
東
洋
産
の
ハ
ス

で
ア
メ
リ
カ
産
は
観
賞
用
と
言
い
ま
す
。

　
ハ
ス
は
日
本
で
自
生
は
見
ら
れ
ま
せ

ん
。
古
い
時
代
に
中
国
か
ら
渡
来
し
栽

培
さ
れ
た
も
の
と
言
い
ま
す
。
し
か
し
、

大
賀
一
郎
は
、
渡
来
し
た
も
の
で
あ
り
、

ま
た
同
時
に
在
来
も
あ
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
と
思
っ
て
い
る
よ
う
で
す

（
大
賀
一
郎

：

ハ
ス
、
内
田
老
鶴
圃
）。

　
ハ
ス
の
名
の
由
来
は
、
ハ
ス
の
果
床

（
写
真
①
）
が
蜂
の
巣
状
の
特
殊
な
形

を
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
と
い
う
説
が

多
い
よ
う
で
す
。

ハ
ス
の
葉
の
食
べ
方

１ 

　
ハ
ス
の
葉
飯

　
夏
の
蒸
し
暑
い
と
き
は
、
食
欲
が
な

く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
と
き
に
、
近
江
商
人
の

留
守
家
族
は
、
ハ
ス
の
葉
飯
を
食
べ
た

と
言
い
ま
す
（
日
本
の
食
生
活
全
集
・

聞
き
書
き
滋
賀
の
食
事
、
農
文
協
）。

　
そ
れ
は
、
ハ
ス
の
葉
を
刻
み
、
塩
加

減
を
し
て
炊
き
上
が
っ
た
飯
に
混
ぜ
て

食
べ
ま
す
。
香
り
が
よ
く
口
当
た
り
も

さ
っ
ぱ
り
し
て
食
欲
が
増
す
と
言
い
ま

す
。

　
大
分
県
に
も
ハ
ス
飯
と
呼
ぶ
郷
土
料

理
が
あ
る
と
聞
き
ま
す
。
そ
れ
は
、「
ま

だ
開
か
な
い
巻
き
葉
を
塩
茹ゆ

で
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
具
と
と
も
に
飯
に
混
ぜ
て

食
べ
る
も
の
で
、
ハ
ス
葉
の
加
薬
飯
で

あ
る
」
と
言
い
ま
す
（
広
野

卓

：

食

の
万
葉
集
、
中
央
公
論
社
）。

　
ま
た
、
ハ
ス
の
葉
を
細
か
く
刻
み
少

量
の
食
塩
を
加
え
て
水
で
煮
出
し
、
そ

の
汁
で
飯
を
炊
き
煮
上
が
っ
た
と
き
に
、

煮
て
あ
る
ハ
ス
の
葉
を
混
ぜ
て
食
べ
る

地
方
も
あ
る
よ
う
で
す
（
児
玉
栄
一
郎

ら

：

山
菜
・
野
菜
と
栄
養
、
山
菜
事
典
）。

　
筆
者
も
ハ
ス
の
葉
飯
を
賞
味
し
た
い

の
で
、
ハ
ス
を
栽
培
し
て
い
る
二
、
三

人
の
方
に
ハ
ス
の
葉
飯
作
り
の
ご
指
導

を
お
願
い
し
ま
し
た
が
、
ハ
ス
の
葉
を

食
べ
る
こ
と
は
知
ら
な
い
と
の
回
答
で

し
た
。

　
そ
こ
で
、
ハ
ス
の
葉
（
写
真
②
）
を

は
じ
め
に

　
ハ
ス
は
、
夏
に
な
る
と
池
や
湖
沼
に

紅
色
や
薄
紅
色
の
花
を
開
き
ま
す
。
愛

好
家
達
は
早
朝
か
ら
カ
メ
ラ
を
構
え
て

開
花
を
待
ち
ま
す
。
ま
た
、
ハ
ス
の
実

や
地
下
茎
（
蓮れ

ん

根こ
ん

）
を
食
用
に
し
ま
す

か
ら
、
ハ
ス
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
葉
を
食
べ
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

　
今
回
は
ハ
ス
の
葉
の
食
べ
方
を
中
心

に
紹
介
し
ま
す
。

ハ
ス
の
生
態
と
名
称

　
ハ
ス
は
ス
イ
レ
ン
科
の
多
年
草
で
す
。

花
の
色
が
紅
、
白
の
東
洋
産
種
と
黄
色

の
ア
メ
リ
カ
産
の
二
種
類
が
あ
る
と
言

い
ま
す
（
坂
本
裕
二

：

蓮は
す

、
法
政
大
学

茨
城
県
か
す
み
が
う
ら
市
の
斉
藤
幸
雄

さ
ん
に
た
く
さ
ん
送
っ
て
い
た
だ
き
、

ハ
ス
の
葉
飯
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
一
回
目
は
、
ハ
ス
の
葉
を
水
洗
い
し

て
、
葉
の
中
央
の
硬
い
部
分
を
取
り
除

き
細
か
く
刻
み
軽
く
塩
茹
で
し
、
水
に

浸
し
す
ぐ
水
切
り
し
ま
す
。
飯
が
炊
き

上
が
っ
た
ら
、
茹
で
た
ハ
ス
の
葉
を
入

れ
て
混
ぜ
ま
す
。
二
度
目
は
、
前
法
と

同
様
に
下
ご
し
ら
え
を
し
ま
す
。
次
に

茹
で
汁
を
冷
ま
し
、
こ
の
汁
で
ご
飯
を

作
り
ま
す
。
茹
で
汁
は
淡
黄
色
で
ほ
の

か
に
青
葉
の
香
り
・
苦
味
と
塩
味
が
あ

り
ま
す
。
ご
飯
が
炊
き
上
が
っ
た
と
き

に
、
茹
で
た
ハ
ス
の
葉
を
混
ぜ
て
温
か

い
う
ち
に
食
べ
ま
す
（
写
真
③
）

　
ハ
ス
の
葉
飯
は
、
一
回
目
よ
り
も
茹

で
汁
で
ご
飯
を
作
っ
た
二
度
目
の
ほ
う

が
美お

い味
し
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
は
茹
で

汁
の
香
り
と
ほ
ろ
苦
味
が
ご
飯
に
移
っ

た
か
ら
で
し
ょ
う
。

２
　
お
ひ
た
し
・
和
え
物

　
ハ
ス
の
葉
を
茹
で
て
食
べ
る
地
方
も

あ
る
の
で
（
広
野

卓

：

食
の
万
葉
集
、

中
央
公
論
）、
筆
者
も
ハ
ス
の
葉
を
よ

く
洗
い
塩
茹
で
を
し
て
お
ひ
た
し
に
し

て
食
べ
ま
し
た
が
、
茹
で
た
葉
は
水
気

が
な
く
、
ぱ
さ
ぱ
さ
し
て
植
物
の
食
感

が
な
く
美
味
と
は
言
え
な
い
も
の
で
す
。

　
当
初
は
和
え
物
に
し
て
食
べ
よ
う
と

山
村　　

の

食
文
化

今
月
の
お
品
書
き

　
二
十
四
の
膳

ハ
ス
の
食
べ
方
い
ろ
い
ろ

（1）

東
京
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業
大
学
名
誉
教
授

　

杉す
ぎ
う
ら浦

孝た
か
ぞ
う蔵
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　クマゲラは日本に生息する最大のキツツキで，嘴
くちばし

の

先端から尾羽の先まで約 46cm あります。体は真っ

黒で，オスは真っ赤なベレー帽をかぶったように額か

ら後頭部にかけて赤いのですが，メスは後頭部だけが

赤くなっています。世界的には，ヨーロッパから極東

までの旧北区の広い範囲に分布していますが，日本で

は北海道と本州北部の一部に生息しており，天然記念

物に指定されています。環境省の「日本版レッドデー

タブック」では絶滅の危険が増大している絶滅危
き

惧
ぐ

Ⅱ

類（VU）となっています。

　北海道では，成熟した針広混交林が主な生息地とな

っています。本州ではブナ林地帯に生息しており，秋

田県の八幡平国有林で昭和 9年に川口孫治郎氏により

2羽捕獲されたのが最初で，次いで昭和 53年から 55

年にかけて八幡平の西隣の森吉山で繁殖が確認されま

した。その後，青森県十和田や白神山地でも繁殖が確

認されていますが，生息数が極めて少なく，衰退が著

しいといわれています。東北地方のクマゲラを守って

いくには，生息に適した環境を調べ，それを保全して

いくことが重要です。

　クマゲラは，ほかのキツツキと同様に木をつつくこ

とによって食物を採っています。クマゲラが食物を採

った跡（食痕）は，ほかのキツツキのものと比較して

一般に大きく，縦長の弁当箱のような形をしているの

が特徴です（写真①）。また，食痕の側面に幅 5mm

くらいの“のみ跡”（キツツキが餌を採るために木を

つつくことによって残るつつき跡）が，くっきりとつ

いていることがあります。クマゲラの食痕は，胸高直

径が 30cm 以上の木にあることが多く，それらを割っ

て調べたり，食痕の周囲に落ちている糞
ふん

を解析したり

した結果から，アリを好んで食べているということが

わかりました。

　アリといっても小さなものではなく，かなり大型の

ムネアカオオアリを主に食べています。その名が示す

ように胸部から腹部の基部が暗赤色の黒色のアリで，

働きアリの体長は 8 ～ 12mm ぐらいです。倒木や立

ち木の内部などに巣を作ります（写真②）。しかし，

大型のアリといってもアカゲラなどほかのキツツキが

よく食べている虫に比べると，かなり小さなものです。

クマゲラにとってアリを食べることは，どのような意

味を持っているのでしょうか？

　クマゲラの食痕があるカラマツの立木でムネアカオ

オアリのコロニーを調べたところ，1,200 ～ 2,400頭

の大集団を形成していました。また，コロニーは最

大のもので地際から 4mの高さにも達していました。

クマゲラは，ムネアカオオアリのコロニーを一つ見つ

けることで膨大な数の食物を得ることができます。ま

た，雪深い東北地方でも，積雪のために倒木などが利

用できないときには積雪よりも高い位置にあるコロニ

ーで，十分な食物を確保することができるのです。

　クマゲラの一つがいの行動範囲は，北海道では

360haほどですが，本州では，その 3倍の 1,000ha

リレー

リレー

リレー連載　　レッドリストの生き物たち

47　クマゲラ
中
なか

村
むら

充
みつ

博
ひろ

森林総合研究所 東北支所 生物多様性研究グループ　E-mail：nakmitu@ffpri.affrc.go.jp
〒020-0123 盛岡市下厨川字鍋屋敷 92-25 Tel 019-641-2150（代） Fax 019-641-6747

▲写真①　クマゲラの食痕
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ほどにもなることがわかっています。青森県南八甲田

地域の，クマゲラの繁殖地で調査を行った結果でも，

クマゲラが目撃されたり，声が聞かれたりした地点の

最外
がい

郭
かく

点を結んで得られたクマゲラの生活場所の大き

さは，1,924haもありました。その植生を詳しく調べ

ると，ブナ林 962ha（50％），ブナ林以外の落葉広葉

樹林 545ha（28.3％），スギ林 260ha（13.5％），カラ

マツ林 35ha（1.8％），森林以外 122ha（6.3％）にな

っていました。ブナ林は林齢 120年生以上の林分が

80.2％と大きな割合を占めていました。

　また，白神山地の 3カ所の繁殖地について，繁殖

木を中心に本州の平均的な行動範囲である約 1,000ha

（半径 1.8kmの円内）をGIS分析で植生を調べたと

ころ，ブナを主とするチシマザサ－ブナ群団とブナ－

ミズナラ群落の割合が最も高く，50％以上を占めて

おり，ブナを含む群落は 100ha以上のまとまりを持

つものがほぼ 50％以上を占めていました。国有林の

森林台帳である森林調査簿の分析では，120年生以上

のブナが 50％以上を占めており，クマゲラの生息環

境としては，ブナ林の面積割合だけではなく，高齢

のブナが広い面積でまとまって存在している必要が

あることがわかりました。また，繁殖木を中心に半径

100mごとに各同心円で囲まれたドーナツ状の区域に

ついてブナの面積割合を調べたところ，繁殖木に近い

100m内はブナを含む群落の割合が最も高く，それか

ら 600mまでは距離が離れるに従ってブナを含む群

落の割合が低下する傾向にあるものの，それ以遠もブ

ナを含む群落の割合は高くなっていました。

　クマゲラは，大きな木に巣穴を掘って 3月から 6月

ごろにかけて繁殖します。営巣木としては北海道で

は，通直な樹幹を持つトドマツ，カンバ類，ハンノキ

▲写真②　ムネアカオオアリ ▲写真③　クマゲラ（撮影者：鈴木祥悟氏）
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などが好まれ，営巣木は数年にわたって利用されます。

南八甲田地域で確認された営巣木はブナの生立木で，

樹高 32m，胸高直径 75cm，枝下高 15m，巣穴まで

の高さ 10m，巣の入口の大きさは縦径 13cm，横径

8cm の長楕
だ

円
えん

形をしていました（写真③）。東北地方

で確認されているほかの営巣木もすべてブナの生立木

で，樹高が平均約 30m，胸高直径が平均約 72cm の

大径木でした。

　このように，本州のクマゲラの生息地としては，

餌
えさ

場
ば

や営巣木としての役割を果たす大きなブナが，

1,000 ～数 1,000haの規模でまとまって存在すること

が不可欠なのです。かつて，北海道南部から東北地方，

中部日本の山岳地帯にかけてはブナを主とする落葉広

葉樹林が広く分布していました。しかし，現在では地

域的にも面積的にもその分布は非常に限られたものに

なっています。ブナ林に深く依存している東北地方の

クマゲラを保護するためには，現存するブナ天然林の

保護に加え，ブナ二次林でも大径木を育成するなどの

取組みを行うことが大切だと思われます。
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こ
だ
ま

　著者は，スウェーデン，オース

トリアと日本の森づくりを比較し

た「森づくりの明暗」という本を

1年あまり前に刊行し，この欄で

それが紹介されている。その書に

おいて技術というものの意義を深

く考察したが，本書は植栽から伐

採・搬出までの一連の技術を体系

的に考察し，わかりやすく説明し

たものである。著者は，団体に勤

め，一人親方をし，教員生活をし

た後，これまでの体験を踏まえて

前書とともに本書を書き上げた。

体験に基づく優れた考えの整理こ

そが本書の強みである。

　著者は，安全で効率的な森林作

業の具体的方法と，それを意味づ

けている林学的な知識の両方を身

につけた森林技術者が必要だと強

調する。プロの育成なしに日本の

林業の振興はありえないと著者は

考えるが，アマの役割も必要と考

えている。したがって，本書はプ

ロにもアマにもわかりやすいよう

に配慮して書かれている。用語の

あいまいさを排するように心がけ

ていることも論議を正確なものに

し，理解しやすいものとしている。

　森林作業は，足場の悪い斜面で

刃物や機械を使うために，安全で

正しい技術を学ぶ必要がある。森

林作業の 8割ほどは，刃物を使っ

た作業である。したがって森林技

術者にとって刃物の安全な使い方

や手入れの仕方に対する基本的な

知識が必要であり，教育・訓練が

必要である。体で覚える技術と，

言葉で説明し頭で理解する知識，

この両方が重要である。これらの

ことを著者は繰り返し述べ，その

教育システムの必要性を強調して

いる。日本の森林・林業の将来は

技術者のレベルにかかっていると

考えるからである。

　長期的で一貫した視野の中に，

体系的な技術が構築される必要が

ある。作業には必ず，森林をある

方向に導きたいとする目的と，そ

れを意味づける考え方が含まれて

いるはずであり，したがって林学

本
の
紹
介

内田健一 著

森を育てる技術

発行所：川辺書林
　〒 380-0935 長野市中御所 5-1-14
　TEL 026-225-1561　FAX 026-225-1562
　2007 年 7 月発行　A5 判　421p
　定価（本体 2,800 円＋税）　ISBN978-4-906529-52-0

●森林・林業関係行事●  8月

行事名 開催日・期間 会場 主催団体 連絡先 行事内容等

「盤樹の森」育成
事業 7/28～8/12 神奈川県箱根町

盤樹の森実行委員会
（毎日新聞社，（財）日本
棋院，（社）日本将棋連
盟），主管：毎日新聞社

東京都千代田区一ツ橋 1-
1-1，Tel 03-3212-0188

碁・将棋盤として親しまれている榧の苗
木を国立公園内の箱根に植樹し，また将
棋・碁の大会などを通じて世代間，地域
の交流を行うことにより，次世代を担う
学生や少女に森林の重要性，環境保護の
大切さを認識させる。

第 23回環太平洋
学生キャンプ 8/4～19

国立信州高遠青少年自
然の家（長野県），国
立オリンピック記念青
少年総合センター（東
京都）

日本テレビ放送網株式
会社，特定非営利活動
法人環太平洋学生キャ
ンプ

日本テレビ：東京都港区東
新橋 1-6-1，Tel 03-6215
-4444。環太平洋学生キャ
ンプ：東京都杉並区西荻南
2-12-9，Tel 03-3332-
4395

海外の青少年との交流を通し，国際理解
を深めることや，自然についての科学的
知識を深めること，環境の保全を図るこ
との重要さを認識させることなどを目的
とする。

公開セミナー
「企業の CSR 活
動と海外植林」

8/8 東京国際フォーラム
（東京都）

（社）海外産業植林セン
ター

東京都中央区銀座 6-16-
11，Tel 03-3546-3690

産業植林や環境植林，あるいは社会林業
など海外で植林活動を実践している方々
と CSR を推進する企業を交えて，海外
植林の有用性や CSR の取組み事例など
を紹介し，海外植林の普及を計る。学識
経験者，海外での植林実施者などによる
講演，パネルディスカッションや質疑応
答により，海外におけるさまざまな形態
の植林に対する理解と啓発を計る。

アース・セレブ
レーション 2007 8/11～ 19 佐渡市小木町　城山公

園ほか（新潟県）
アース・セレブレーシ
ョン実行委員会

新潟県佐渡市小木町 1940
-1，Tel 0259-86-1113

佐渡に本拠地を置く和太鼓演奏集団「鼓
童」の演奏を主体に，野外コンサートや
ワークショップ，フォーラムなどを通じ
て世界に祝祭を発信する国際芸術祭。今
回は佐渡の杉間伐材の利用促進を図り，
地域循環型の経済システムを目指す事業
の紹介。鼓童メンバーとインテリアデザ
イナー，地元佐渡の木工職人・自治体・
学校などが協力して開発に取り組んでい
る新しい家具を展示公開することで，来
場者と意見交換を行う。
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こ
だ
ま

ど
う
な
る
？
「
総
合
学
習
」

　最近，「ゆとり教育」が「学力低下」を招いた

ことは，もはや論議の対象ではなく，議論の前提

となる常識の範
はんちゅう

疇に属するらしい。「ゆとり教育」

の中で「総合的な学習の時間」として，環境学習，

ボランティア体験，英語，IT 等々の新メニュー

が加わったことは評価が分かれようが，本誌で好

評連載中の誌上教材研究に見られるように，「総

合学習」のおかげで，森林が学校教育で取り上げ

られる機会が増えたことは間違いなかろう。

しかし，数年前から「学力低下」を憂える産業界，

大学界の大合唱により「基礎基本の徹底」へと揺

り戻しが始まっている。「学力向上」の掛け声の

中，学校選択制の某自治体では，学力テストの平

均点を上げようと事前に模試をした学校があった

という。期末テストにかける時間の節約のために

2学期制にし，遠足などの学校行事を減らして授

業時間数を確保しようというのだから，先生も子

どもも大変である。娘の通う学校では，2泊 3日

の「○○○留学」とか，牧場への日帰り「修学旅

行」とか，そりゃ「移動教室」，「遠足」じゃない

の？というヘンな名前の行事があるのだが，「総

合学習」を装って学校行事の時間を確保したとい

うことなのかもしれない。かくの如く「学力向上」

と授業時間確保が至上命題となると，森林を用い

た総合学習などは基礎教科を圧迫する悪者として

撲
ぼく

滅
めつ

されかねない。

せっかく定着した森林での「総合学習」を守る

ためには，「学力向上」に直接役立つ森林学習カ

リキュラムを示すことも必要ではなかろうか。測

樹や測量や生物多様性の計算を算数や数学の教材

にしてもいいだろうし，人工林の歴史から戦後の

経済成長を学び，年輪年代学を日本史や気候変動

の学習の入口にしてもいいだろう。土壌動物の観

察から生態系の循環を学び，ゴミ問題へと話題を

広げることもできるだろう。総合学習が「絶滅」

しないうちに，各基礎科目との連携を重視した「森

の算数」「森の理科」「森の社会科」「森の国語」「森

の英語」，さらには「森の音楽」「森の美術」「森

の体育」等々，学年に応じた「森の教科書」を開

発したらどうだろう。 （草刈）

的な理論と現場の作業技術は，分

離できない一体的なものであると

著者は考える。そういう考えの中

で，鉈
なた

や鋸
のこ

の使い方から測樹，選

木，伐倒の仕方，高能率機械と称

せられる機械の作業システム上の

評価に至るまで，現場の作業技術

を具体的にわかりやすく解説して

いる。日本の林業技術の向上のた

めに，林業技術者育成のために，

技術者はもちろん，その周辺の人

たちにもぜひ読んでいただきたい

書である。

（日本森林技術協会 技術指導役

／藤森隆郎）

　左記の行事紹介は，一般の方々

にもご参加いただけるものまで，

かなり幅広に扱わせていただい

ております。ところで，この号の

24 ～ 25ページにも記載しており

ますように，CPD の一助となる

ような催しについて，各地，各界

から編集担当あてにご案内をいた

だきたいと考えております。本誌

は当月 10日発行，校了は前月月

末ですので，この点にご配慮いた

だき，早めに賜れば幸いです。ス

ペースが許すかぎり誌上で紹介

させていただきます。編集専用

Fax03-6737-1269までぜひお寄

せください。

ご案内募集
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投稿募集

　会員の皆様からのご投稿を随時

募集しています。

　プリントアウトした用紙とデー

タを入れた CD を本会までお送

りください。

〒113-0034　文京区湯島 3-14-9

湯島ビル内　日本森林技術協会

『森林技術』編集担当：吉田 功

（Tel 03-6737-1249）

雑　　記
　演奏会でトリを取る頻度が高い曲
の一つがラヴェルのボレロだろう。
トリを取るということは人気が高く，
また，この曲を演奏してしまうとハ
イ今日は終わりという雰囲気にもな
ってしまうわけだ。風変わりなこの
曲は，苦し紛れに 2週間で作曲され
たと伝えられている。スタンダード
になり得るものはそんなものかもし
れないが，長い間の構想があったこ
とも確からしい。 （吉木田独歩ん）

●お詫び…学術奨励金成果の要旨は，次号でのご紹介とさせていただきます。

〔普通会費 3,500 円・学生会費 2,500 円・法人会費 6,000 円〕

SHINRIN        GIJUTSU                published    by

                JAPAN    FOREST    TECHNOLOGY    ASSOCIATION
                                                                               TOKYO          JAPAN

編集発行人　根 橋 達 三　　　印刷所　株式会社 太平社

発行所　社団法人 日本森林技術協会　○　　 http://www.jafta.or.jp

【仮事務所】　〒 113-0034　 　　　　　　 TEL 03 (3261) 5 2 8 1(代)

　　東京都文京区湯島 3-14-9 湯島ビル内　 FAX 03 (3261) 5 3 9 3(代)
三菱東京UFJ銀行 麹町中央支店 普通預金0067442　 振替 00130-8-60448 番

森　林　技　術　　　第 785号　　平成 19 年 8月 10 日　発行

林業技士 　　登録更新のご案内は届いていますか

●更新グループ A（裏表紙参照）の皆様には，ご案内郵便をお送りしま

した。お手元に届いておられるでしょうか。不達郵便が事務局に戻っ

ています。住所変更の場合は事務局までお知らせいただくこととなっ

ています。この号の 25ページ末尾にも「お知らせの郵送」に関する

記載がありますのでご確認ください。なお，林業技士事務局 Fax は，

03-3261-5393です。

協会のうごき

●人事異動：退職…航測部主任調査員＝加藤勝太郎（7月 31日付け）

（平成19年度版は近々　）！

113-0034 文京区湯島3-14-9湯島ビル内
6737-1262 6737-1293



日本森林技術協会編
東京書籍発行森林の100不 思 議

101のヒントシリーズ

お求めは，お近くの書店または
直接東京書籍（鈎03-5390-7531）までどうぞ。

●森林の 100不思議（ 1988）：知っていますか？森と木の科学を。ミクロの世界から地球的
規模の話まで，おもしろくてためになる森林の秘密100。当たり前のこと，正しいと思っ
ていたことの意外な事実とは…。定価1,030円（本体981円）

●森と水のサイエンス（ 1989）：知っていますか？地球の生態系を形づくる森と水の働きを。
地球の水の循環過程を追い，私たちの暮らしを支える貴重な水を貯留し浄化する森林のメカ
ニズムとは…。定価1,050円（本体1,000円）

●土の 100不思議（ 1990）：知っていますか？私たちの生活を豊かにする驚くべき土の働きを。
私たちの生活に密着した働きとは？土を豊かにしている生き物とは？植物とのかかわりや土
の中で起こっていることとは…。定価1,050円（本体1,000円）

●森の虫の 100不思議（ 1991）：知っていますか？自然界での虫の役割を。ほかの動物や気
候風土などをも含めた複雑なシステムの下で，栄枯盛衰を繰り返す森の虫たちの姿とは…。
森の虫の小百科。定価1,223円（本体1,165円）

●続・森林の 100不思議（ 1992）：知っていますか？もの言わぬはずの木や草が，ひそかに
ささやき合っている事実を。カビや細菌が果たす重要な役割とは？木材をはじめとする森林
の産物の意外な事実とは…。定価1,223円（本体1,165円）

●熱帯林の 100不思議（ 1993）：知っていますか？世界の森林が熱帯林を中心に減少し続け
ている事実を。種の多様性とは？巨大な炭素の蓄積とは？構造や相互関係の複雑さなどの中
から読み取る熱帯林の秘密100。定価1,223円（本体1,165円）

●森の動物の 100不思議（ 1994）：知っていますか？森に住む動物たちのさまざまな暮らし
ぶりを。森の恵みを受け，森の世代交代を手伝いながら生きている森の動物たちのオモシロ
生態や行動の意味とは…。定価1,223円（本体1,165円）

●木の 100不思議（ 1995）：知っていますか？自然に優しく暮らしに役立つ身近にある木材
の豊かな世界を。森の中で自然環境を保ってきた木は木材となって役に立ち，やがて土にか
えり，そして何度も生まれかわる木（材）の姿とは…。定価1,223円（本体1,165円）

●森の木の 100不思議（ 1996）：知っていますか？ナンジャモンジャの木の正体を。奇想天
外という名の木もある文字どおり不思議に満ちた樹木のあれこれ。そのしたたかな暮らしぶ
りとは…。定価1,223円（本体1,165円）

●きのこの 100不思議（ 1997）：知っていますか？世界最大の生物はきのこの仲間というこ
とを。健康によい成分をたくさん含むきのこ。命を奪うほどの猛毒を秘めているきのこ。森
の妖精と呼ぶにふさわしいきのことはいったい…。定価1,260円（本体1,200円）

●森を調べる50の方法（ 1998）：知っていますか？木の身長・胸囲の測り方を。森にはいろ
いろな顔があります。森をもっとよく知り，もっと楽しむための，わかりやすい森の調べ方
教室。定価1,365円（本体1,300円）

●森林の環境 100不思議（ 1999）：知っていますか？大いなる出会いの不思議を。大気と大
地の接触面に森林は育ち，人間はそこから数え切れないほどの恩恵を受けてきました。四者
の出会いが織りなす世界とは…。定価1,365円（本体1,300円）

●里山を考える 101のヒント（2000）：日本人の心の故郷，里山。自然のなごり漂う生活の場，
里山が人々をひきつけ，見直されているのはなぜか…。里山を訪ね，里山に親しみ，里山を
考えるためのヒント集。定価1,470円（本体1,400円）

●ウッディライフを楽しむ 101のヒント（2001）：知らないうちに地球に貢献。捨てる部分
がない「木」，変幻自在の「木」，気候風土と一体の「木」。木のある暮らしを楽しむための
絶好のヒント集。定価1,470円（本体1,400円）

●森に学ぶ 101のヒント（2002）：山歩きの楽しみ方は各人各様。もっと知りたい，自分な
りの発見をしたい。こうした楽しみに応えてくれるものを森林は持っているはずです。見え
るもの，聞こえるものを増やすためのヒントが満載。定価1,470円（本体1,400円）

●森の野生動物に学ぶ 101のヒント（2003）：野生動物（哺乳類・両生類・は虫類）の暮らしぶり，
生態系を乱す外来種の問題など，森の動物たちの世界に注目。動物たちに学び親しむための
新たなヒント集。定価1,470円（本体1,400円）

●森の野鳥を楽しむ 101のヒント（2004）：私たちにとってとても近い存在なのに，あまり
注意して見られない野鳥たち。でもそこには息を呑むような彼らの世界があるのです。本書
をヒントに鳥と遊んでみませんか。定価1,470円（本体1,400円）

●森の花を楽しむ 101のヒント（2005）：森林にかかわる人々が，その仕事や研究成果の一部
をわかりやすく説明するとともに，花との出会いの中で得られたさまざまなエピソードや花
への想いなども紹介。森の花を楽しむための絶好のヒント集。定価1,575円（本体1,500円）
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星需議藝は『緑の循環』認証会議(SGEC)
の審査機関として認定され,<森林認証〉
<分別｡表示>の審杳業務左行っています。

画
口
込

S府麟刃
『緑の循環』認証会雛

SUstain8bleGre”EcosystemCouncil

日本森林技術協会は,SGECの定める運営規程に基づき,公正で中

かつ透明性の高い審査を行うため,次の「認証業務体制」を整え,全
各地のSGEC認証をご検討されている皆様のご要望にお応えします

日本森

かつ透明
立
国
。

痙
乳■

【日本森林技術協会の認証業務体制】

学識経験者で構成する森林認証審査運営委員会による基本的事項の審議

森林認証審査判定委員会による個別の森林および分別・表示の認証の判定

有資格者の研修による審査員の養成と審査員の全国ネットワークの形成

森林認許審杳室を設置し、地方事務所と連携をとりつつ全国展開を推進

１
２
３
４

|日本森林技術協会ｼｽﾃﾑによる認証審査等’
･蟇準・指標からみた当該森林の長所・短所を把握し，認証取得のために事前に整備すべき
事項を明らかにしますb

･希望により実施します。・円滑な認証取得の観点から，事前診断の実施をお勧めしますも

申請から認証に至る手順は次のようになっています。

＜申請＞→＜契約＞→＜現地審査＞→＜報告書作成＞→＜森林認証審査判定委員会による認
証の判定＞→<SGECへ報告＞→<SGEC認証＞→＜認証雲授与＞

書類の確認申請森林の管理状況の把握，利害関係者との面談等により審査を行います。

現地審査終了後，概ね40日以内に認証の可否を判定するよう努めます。

5年間です。更新審査を受けることにより認証の継続が行えます。

毎年1回の管理審査を受ける必要があります。

(内容は，1年間の事業の実施状況の把握と認証取得時に付された指摘事項の措置状況の確
認などです｡）

｢森林認証」と「分別・表示」の2つがあります。

持続可能な森林経営を行っている森林を認証します。

多様な所有・管理形態に柔軟に対応するため，次の認証タイプに区分して実施します。

①単独認証（一人の所有言自己の所有する森林を対象）
②共同認証（区域共同タイプ；一定の区域の森林を対象）

（属人共同タイプ：複数の所有者自己の所有する森林を対象）
③森林管理者認証（複数の所有者から管理委託を受けた者．委託を受けた森林）

SGECの定める指標(36指標）ごとに，指標の事項を満たしているかを評価します。

満たしていない場合は，「懸念」「弱点」「欠陥」の指摘事項を付すことがあります。

認証林産物に非認証林産物が混入しない加工・流通システムを実践する事業体を認証します。

SGECの定める分別・表示システム運営規程に基づき，入荷から出荷にいたる各工程にお

ける認証林産物の，①保管・加工場所等の管理方法が適切か，②帳簿等によって適切に把握
されているか，を確認することです。

》
》

・現地琴杳

・結栗の判定

|認証の有効期間｜
…

顯癖

鳳繍
・認証のタイプ

審査内容

… 願
・審査内容

[諸審査費用の見積り］瘻前診断｣｢謡雁審杳lに要する費用をお見積りいたしま壷①森林の所在地(都道府県市町村名)，
②対象となる森林面漬③まとまりの程度（およその団地鋤を，森林認証審査室までお知らせ
ください。

[申請書の入手方法］驍林認証事前診断申請書」確林認証審査申請譜｣|,SGEC認証林産物を取り扱う「認定事業体
登録申請劃などの申請雪は，当協会ホームページからダウンロードしていただくか，または森
林認証琴杳睾にお申し出ください。

a ■

密
姻
諦
袖

るお問合せ先◆SGECの こ関する

法人 日本森林技術協会森林認証審杳幸技
都文京

･ムペー

湯島3-14-9
でもご案内

湯
元Ｉ
島ビル内遜03-6737~1252Fa×03-6737-1292

います。[http://wwwjafta・or.jp]
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認定害繰者

複数部門の資格登録者は、直近の認定登録年度をもって技術認定登録を行うものとします。

■

Q&Aなど、本文ページでも随時ご案内いたします。

｡定められた年度に登録更新手続きを行わなかった者は､特例として次年度以降においても申請することができますが､有効期間は当初

定められた更新年度からの5ケ年間とします。

●更新の案内通知は登録者本人宛に7月頃に郵送しますが､住所変更等により届かない場合も考慮し､本協会のHP､会誌｢森林技術｣､林
業技士会ニュース等をご覧下さい。

社団法人日本森林技術協会林業技士事務局
〒113-0034東京都文京区湯島三丁目14-9湯島ビル3FTELO3-3261-6692FAXO3-3261-5393
ホームベージhttp://www.jafta.or.jp(10月以降は〒102-0085東京都千代田区六番町7)

お問い合せ

I登録更新手続
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